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１．数量計算書（詳細設計） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



■数量計算書

数量 単位 備考

送水管設計 1 式

送水管実施設計 1 式

設計協議 1 式

打合せ協議 1 式

関係機関打合せ協議 21 機関・回

関係機関協議資料作成（各種申請） 11 機関

二次元FEM解析 1 断面

関係機関協議資料作成（鉄道） 2 回

開削工φ500新設詳細設計 1 式

現地調査 1 式

設計計画 1 式

各種計算 1 式

図面作成 1 式

数量計算 1 式

審査 1 式

シールド工φ700詳細設計 1 式

現地調査 1 式

設計計画 1 式

発進立坑 1 式

到達立坑（北側） 1 式

１次覆工 1 式

２次覆工 1 式

図面作成 1 式

数量計算 1 式

審査 1 式

既設管φ500撤去・充填工詳細設計 1 式

現地調査 1 式

設計計画 1 式

各種計算 1 式

図面作成 1 式

数量計算 1 式

審査 1 式

報告書作成 1 式

報告書作成 1 式

試掘調査 1 式

試掘調査 1 式

直接経費 1 式

直接経費 1 式

電子成果品作成費 1 式

電子成果品作成費（設計） 1 式

電算費 1 式

電算費 1 式

工事区分・工種・種別・細別



■数量計算書

数量 単位 備考工事区分・工種・種別・細別



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．数量計算書（測量） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



■数量計算書

応用測量 1 式

路線測量 1 式

路線測量 1 式

作業計画 1 業務

現地踏査 3.6 km

中心線測量 3.6 km

仮ＢＭ設置測量 3.6 km

縦断測量 3.6 km

横断測量 3.6 km

共通 1 式

共通 1 式

打合せ等 1 式

打合せ 1 業務

直接経費 1 式

直接経費 1 式

旅費交通費 1 式

旅費(率計上･宿泊無) 1 式

電子成果品作成費 1 式

電子成果品作成費（測量） 1 式

単位数量 備考工事区分・工種・種別・細別





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．数量計算書（地質調査） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



■数量計算書

No2-6 No2-7 No2-8 No2-9 No2-10 計

一般調査

 直接調査費

  機械ボーリング

土質ボーリング 粘性土・シルト 50m以下 鉛直下方 m 5.0 7.0 5.0 5.0 7.0 29.0

（ﾉﾝｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ φ66mm） 砂・砂質土 50m以下 鉛直下方 m 5.0 7.0 5.0 5.0 7.0 29.0

礫混じり土砂 50m以下 鉛直下方 m 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0 27.0

計 15.0 20.0 15.0 15.0 20.0 85.0

  サウンディング及び原位置試験

標準貫入試験 回 5 7 5 5 7 29

回 5 7 5 5 7 29

回 5 6 5 5 6 27

  室内試験

室内試験 式 1.0

土粒子の密度試験 1試料につき3回以上 試料 2 2 2 2 2 10

土の含水量試験 1試料につき3回以上 試料 2 2 2 2 2 10

土の粒度試験 沈降分析(ふるいを含む) 試料 2 2 2 2 2 10

  総合解析

解析調査等 式 1

資料整理取りまとめ 10本 業務 _ _ _ _ _ 1.00

断面図等の作成 10本 業務 _ _ _ _ _ 1.00

  電子成果品作成費

電子成果品作成費（機械ボーリング） 式 _ _ _ _ _ 1

  検定費等

検定費等 本 1 1 1 1 1 5

間接調査

 間接調査費

  運搬費

運搬費 資機材運搬 式 1

  準備費

準備及び跡片付け 式 1

準備及び跡片付け 業務 _ _ _ _ _ 1

調査孔閉塞 式 1

調査孔閉塞 箇所 1 1 1 1 1 5

  仮設費

足場仮設 式 1

箇所 1 1 1 1 1 5

  安全費

安全費 式 1

環境保全（仮囲い） 式 1

環境保全（仮囲い） 箇所 1 1 1 1 1 5

  旅費交通費

旅費(率計上･宿泊無) 式 _ _ _ _ _ 1

  施工管理費

施工管理費 式 _ _ _ _ _ 1

工事区分・工種・種別・細目
数量

平坦地足場-高さ0.3m以下

規格 単位

砂・砂質土

礫混じり土砂

粘性土・ｼﾙﾄ



■数量計算書

No2-6 No2-7 No2-8 No2-9 No2-10 計
工事区分・工種・種別・細目

数量
規格 単位

解析等調査

 直接業務費

  解析等調査

解析等調査

既存資料の収集・現地調査 10本 業務 _ _ _ _ _ 1.00

資料整理取りまとめ（直接人件費） 10本 業務 _ _ _ _ _ 1.00

断面図等の作成（直接人件費） 10本 業務 _ _ _ _ _ 1.00

総合解析取りまとめ 10本 0～3種 業務 _ _ _ _ _ 1.00

共通

 共通

  打合せ等

打合せ 中間1回 業務 _ _ _ _ _ 1.00



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．数量計算書（工事） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



北 葛 線 第 2 工 区 更 新 事 業

（ 香芝市鎌田地内～香芝市上中地内 ）

数　量　計　算　書



数量総括表

小口径シールド工

発進立坑

発進立坑 土留工

発進立坑 土工

発進立坑 舗装工

到達立坑

No.3到達立坑（上流） 

No.5到達立坑（下流） 

路面覆工

No.3到達立坑

No.4発進立坑

地盤改良工

No.3到達立坑（下流） 坑口部(1)（薬液注入工法）

No.3到達立坑（下流） 坑口部(2)（薬液注入工法）

No.4発進立坑（上流） 坑口部（薬液注入工法）

No.4発進立坑（下流） 坑口部（薬液注入工法）

No.4発進立坑底版

No.5到達立坑（上流） 坑口部（薬液注入工法）

No.3到達立坑部（上流） 配管工

配管材料

配管工

防護コンクリート工

管路土工

弁室

71

89
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No.4発進立坑部 配管工

配管材料

配管工

管路土工

弁室

No.5到達立坑部（下流） 配管工

配管材料

配管工

防護コンクリート工

管路土工

弁室

付帯工（No.4発進立坑）

発進基地整備工

擁壁撤去・復旧工

付帯工

舗装本復旧工

No.3到達立坑部

No.4発進立坑部

No.5到達立坑部

区画線工

既設管（廃止管）充填工

管内充填工
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§.1　　数量総括表
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

小口径シールド工 【上流：No.3～No.4】

セグメント ＲＣセグメント ＲＣ標準 ﾘﾝｸﾞ 2679.0

ＲＣテーパー ﾘﾝｸﾞ 262.0

鋼製セグメント ﾅｯｸﾙ B= 600 ﾘﾝｸﾞ 4.0

普通 B= 600 ﾘﾝｸﾞ 24.0

ﾃｰﾊﾟｰB= 300 ﾘﾝｸﾞ 238.0

シール材① 30×15(mm) ｍ 15175.56

シール材② 30×20(mm) ｍ 5293.80

シール材③ 20×3(mm) ｍ 1289.12

プラグ 合成樹脂製プラグ 個 12828.00

逆止弁 個 12828.00

一次覆工 切羽及び坑内作業工 初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1547.582

曲線区間 ｍ 277.138

到達掘進区間 ｍ 5.000

坑外作業工 初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1547.582

曲線区間 ｍ 277.138

到達掘進区間 ｍ 5.000

中央制御監理工 初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1547.582

曲線区間 ｍ 277.138

到達掘進区間 ｍ 5.000

裏 込 め 材 m3 768.041

規格・仕様

2



  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

添加材 ベントナイト kg 134125.0

粘土 kg 80102.0

水 m3 535.3

機械器具損料 式 1

ダクタイル鋳鉄管

ＰＮ形管 直管　3種 700mm L=6.00m 本 4.0

直管　3種 700mm L=4.00m 本 418.0

甲切管　3種　700mm L=4.00m 本 17.0

甲切管　3種 700mm L=6.00m　調整管 本 1.0

甲切管　3種 700mm L=4.00m　調整管 本 5.0

乙切管　3種 700mm L=4.00m　調整管 本 1.0

曲管　3° 本 17.0

曲管　5 5/8° 本 27.0

曲管　11 1/4° 本 14.0

接合部品 組 504.0

受挿し短管 挿し口ＮＳ 本 2.0

二次覆工 トンネル内配管工 トンネル内配管 口 504.0

鋳鉄管切断・

溝切り加工 口 6.0

管受台・

浮力防止材料 ＲＣセグメント区間 組 469.0

　　〃 ＳＴセグメント区間 組 36.0

中込め充填工 エアモルタル m3 738.30

中込め充填 m3 738.30

間仕切り壁設置工 m3 7.8

中込め注入管設置 ｍ 1851.700

水圧試験工 水圧試験 口 504.0

機械器具損料 式 1

規格・仕様

3



  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

坑内整備・

配管準備工 坑内配線盛替え工 ｍ 1800.0

坑内整備・配管準備工 ｍ 1850.700

発生土処分工 固化材 セメント・石灰系 kg 160411.3

改良・積込費 m3 3258.989

発生土受入費 m3 3258.989

水替え工 式 1

シールド設備工 発進坑口工 箇所 1.0

到達坑口工 箇所 1.0

支 圧 壁 箇所 1.0

立坑内作業床 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機発進用受台 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機引上用受台 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機据付工 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機搬出工 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機仮発進 箇所 1.0

鏡 切 り 発進 箇所 1.0

到達 箇所 1.0

軌条設備 式 1.0

坑内設備工 配管設備 坑外配管工 ｍ 28.0

坑内配管工 ｍ 1850.700

換気設備 式 1.0

通信配線設備 ｍ 3755.400

立坑設備工 立坑ｸﾚｰﾝ設備 箇所 1.0

立坑内仮設階段 箇所 1.0

土砂搬出設備 箇所 1.0

規格・仕様

4



  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

坑外設備工 工事基地仮囲い工 式 1.0

工事基地門扉工 箇所 1.0

添加材・裏込注入

設備 設置撤去 式 1.0

ﾌﾟﾗﾝﾄ基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 式 1.0

中央監理計装設備 操作盤など据付 式 1.0

制御ケーブル布設 式 1.0

濁水処理工 30 ｍ3/h 式 1.0

ブロア設備工 土砂吸引装置・換気ブロワ設備 式 1.0

土砂吸引装置・換気ブロワ基礎 式 1.0

防音パネル工 式 1.0

換気工 式 1.0

規格・仕様

5



  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

小口径シールド工 【下流：No.4～No.5】

セグメント ＲＣセグメント ＲＣ標準 ﾘﾝｸﾞ 2582.0

ＲＣテーパー ﾘﾝｸﾞ 161.0

シール材① 30×15(mm) ｍ 14153.88

シール材② 30×20(mm) ｍ 4937.40

プラグ 合成樹脂製プラグ 個 10972.00

逆止弁 個 10972.00

一次覆工 切羽及び坑内作業工 初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1572.210

曲線区間 ｍ 46.540

到達掘進区間 ｍ 5.000

坑外作業工 初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1572.210

曲線区間 ｍ 46.540

到達掘進区間 ｍ 5.000

中央制御監理工 初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1572.210

曲線区間 ｍ 46.540

到達掘進区間 ｍ 5.000

裏 込 め 材 m3 682.563

規格・仕様

6



  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

添加材 ベントナイト kg 119197.0

粘土 kg 71187.0

水 m3 475.7

機械器具損料 式 1

ダクタイル鋳鉄管

ＰＮ形管 直管　3種 700mm L=6.00m 本 235.0

直管　3種 700mm L=4.00m 本 48.0

甲切管　3種　700mm L=6.00m　調整管 本 1.0

甲切管　3種 700mm L=4.00m　調整管 本 4.0

乙切管　3種 700mm L=4.00m　調整管 本 1.0

曲管　3° 本 17.0

接合部品 組 306.0

受挿し短管 挿し口ＮＳ 本 2.0

二次覆工 トンネル内配管工 トンネル内配管 口 306.0

鋳鉄管切断・

溝切り加工 口 5.0

管受台・

浮力防止材料 ＲＣセグメント区間 組 307.0

中込め充填工 エアモルタル m3 569.75

中込め充填 m3 569.75

間仕切り壁設置工 m3 5.82

中込め注入管設置 ｍ 1375.88

水圧試験工 水圧試験 口 306

機械器具損料 式 1

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

坑内整備・

配管準備工 坑内配線盛替え工 ｍ 1600.0

坑内整備・配管準備工 ｍ 1644.730

発生土処分工 固化材 セメント・石灰系 kg 142558.7

改良・積込費 m3 2896.287

発生土受入費 m3 2896.287

水替え工 式 1

シールド設備工 発進坑口工 箇所 1.0

到達坑口工 箇所 1.0

支 圧 壁 箇所 1.0

立坑内作業床 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機発進用受台 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機引上用受台 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機据付工 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機残置工 箇所 1.0

ｼｰﾙﾄﾞ機仮発進 箇所 1.0

鏡 切 り 発進 箇所 1.0

到達 箇所 1.0

軌条設備 式 1.0

坑内設備工 配管設備 坑外配管工 ｍ 29.0

坑内配管工 ｍ 1644.730

換気設備 式 1.0

通信配線設備 ｍ 3345.460

立坑設備工 立坑ｸﾚｰﾝ設備 箇所 1.0

立坑内仮設階段 箇所 1.0

土砂搬出設備 箇所 1.0

規格・仕様

8



  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

坑外設備工 工事基地仮囲い工 式 1.0

工事基地門扉工 箇所 1.0

添加材・裏込注入

設備 設置撤去 式 1.0

ﾌﾟﾗﾝﾄ基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 式 1.0

中央監理計装設備 操作盤など据付 式 1.0

制御ケーブル布設 式 1.0

濁水処理工 30 ｍ3/h 式 1.0

ブロア設備工 土砂吸引装置・換気ブロワ設備 式 1.0

土砂吸引装置・換気ブロワ基礎 式 1.0

防音パネル工 式 1.0

換気工 式 1.0

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

発進立坑 土留工

鋼矢板搬入 鋼矢板Ⅲ型 Ｌ＝18.00ｍ 枚 96

搬入重量 ｔ 103.680

25＜N≦50 据付解体 1回

鋼矢板圧入 鋼矢板Ⅲ型 油圧圧入工法 圧入長 17.50m 枚 96

鋼矢板購入 鋼矢板Ⅲ型 枚 10

重量 ｔ 10.800

鋼矢板損料 鋼矢板Ⅲ型 枚 86

重量 ｔ 92.880

据付解体 1回

鋼矢板引抜 鋼矢板Ⅲ型 油圧圧入引抜 引抜長 17.50m 枚 86

鋼矢板Ⅲ型 油圧圧入引抜 引抜長 8.37m 枚 10

鋼矢板スクラップ 鋼矢板Ⅲ型 ｔ 0.485

鋼製支保工 設置工 ｔ 68.754

盛替撤去 ｔ 12.114

最終撤去 ｔ 56.642

損料 盛替撤去 H-400 ｔ 8.735

盛替撤去 H-300 ｔ 2.994

損料 最終撤去 H-400 ｔ 17.470

最終撤去 H-500 ｔ 25.913

最終撤去 H-300 ｔ 11.461

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

発進立坑　土工

初期掘削 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.6m3 m3 80.20

立坑掘削 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.6m3 m3 453.68

ｸﾗﾑｼｪﾙ m3 395.88

残土処分 m3 929.76

立坑基礎工 基礎砕石 RC-40、t=20cm m2 86.40

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40 m3 25.92

埋戻工 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.6m3 再生砕石 m3 886.42

発進立坑　舗装工

取壊工 舗装切断 t≦15cm m 21.48

舗装取壊 t≦10cm m2 54.75

残塊処分 m3 3.17

仮復旧工 表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 32.90

密粒度As 5cm ﾀｯｸｺｰﾄ m2 21.85

基層工 粗粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 21.85

瀝青安定処理 瀝青安定処理 9cm m2 21.85

上層路盤工 粒調砕石 10cm m2 32.90

粒調砕石 15cm m2 21.85

下層路盤工 再生砕石 15cm m2 21.85

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

到達立坑工 鋼製ケーシング φ4.0m No.3到達立坑

土工 埋戻工 BH:0.45m3 再生砕石 m3 142.60

ケーシング切断工 φ4.0m m 17.22

スクラップ kg 2567.00

到達立坑　舗装工

仮復旧工 表層工 密粒度As 5cm ﾀｯｸｺｰﾄ m2 26.63

基層工 粗粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 26.63

瀝青安定処理 瀝青安定処理 9cm m2 26.63

上層路盤工 粒調砕石 15cm m2 26.63

下層路盤工 再生砕石 15cm m2 26.63

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

到達立坑工 鋼製ケーシング φ2.5m No.5到達立坑

土工 立坑掘削工 クラムシェル 土砂 m3 47.58

残土処分工 土砂 m3 47.58

埋戻工 BH:0.45m3 再生砕石 m3 35.48

N≦5 m

圧入掘削積込工 H≦9.0m 粘性土 5<N≦30 m 1.700

砂質土 N≦30 m

30<N≦50 m

N>50 m

礫質土 N≦30 m 3.230

30<N≦50 m 4.070

N>50 m

N≦5 m

9.0m＜H≦15.0m 粘性土 5<N≦30 m

砂質土 N≦30 m

30<N≦50 m

N>50 m

礫質土 N≦30 m

30<N≦50 m 0.031

N>50 m

ケーシング引上げ工 φ2.5m m 1.20

m 23.7

ケーシング溶接工 φ2.5m 箇所 3

ケーシング切断工 φ2.5m m 13.90

底版コンクリート 30-18-20(25)BB m3 7.40

スクラップ kg 1976.00

泥水処分工 スライム処分 m3 1.90

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

本 1

ケーシング長 φ2.5m,t=19mm 先頭ケーシング L=2.00m m 2.000

本 2

中間ケーシング L=2.00m m 4.000

本 1

最終ケーシング L=2.00m m 2.000

ケーシング全長 m 8.000

ケーシング残置長 m 6.561

到達立坑　舗装工 No.5到達立坑

取壊工 舗装切断 t≦15cm m 10.36

舗装取壊 t≦10cm m2 6.71

残塊処分 m3 0.20

仮復旧工 表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 6.71

上層路盤工 粒調砕石 10cm m2 6.71

規格・仕様

14



  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

路面覆工（No.3到達立坑）

覆工板 撤去 m2 25.00

受桁 撤去 H-350×350×12×19 ｔ 2.090

桁受 撤去 H-300×300×10×15 ｔ 0.960

ずれ止め 撤去 ［-200×80×7.5×11 ｔ 0.500

路面覆工（No.4発進立坑）

覆工板 設置・撤去 m2 52.00

受桁 設置・撤去 H-458×417×30×50 ｔ 16.384

桁受 設置・撤去 H-350×350×12×19 ｔ 1.140

ずれ止め 設置・撤去 ［-200×80×7.5×11 ｔ 0.795

路面覆工（No.5到達立坑）

専用覆工板 設置・撤去 φ2.5m用 組 1

規格・仕様
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  数　量　総　括　表 地盤改良工

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

薬液注入工法

No.3到達坑口（下流1） 二重管ストレーナ複相 施工本数 本 12.0

1本当り 削孔延長 粘性土 ｍ/本 1.500

砂質土 ｍ/本 8.354

砂礫土 ｍ/本 2.600

1本当り 注入材料 ｋ /本 1.218

1本当り 施工時間 分/本 175.41

1日当り 施工本数 本/日 4.3

No.3到達坑口（下流2） 二重管ストレーナ複相 施工本数 本 34.0

1本当り 削孔延長 粘性土 ｍ/本 1.500

砂質土 ｍ/本 8.304

砂礫土 ｍ/本 2.600

1本当り 注入材料 ｋ /本 1.209

1本当り 施工時間 分/本 174.89

1日当り 施工本数 本/日 4.3

No.4発進坑口（上流） 二重管ストレーナ複相 施工本数 本 38.0

1本当り 削孔延長 粘性土 ｍ/本 3.450

砂質土 ｍ/本 5.409

砂礫土 ｍ/本 1.850

1本当り 注入材料 ｋ /本 0.345

1本当り 施工時間 分/本 110.43

1日当り 施工本数 本/日 6.8

規格・仕様
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  数　量　総　括　表 地盤改良工

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

薬液注入工法

No.4発進坑口（下流） 二重管ストレーナ複相 施工本数 本 38.0

1本当り 削孔延長 粘性土 ｍ/本 3.450

砂質土 ｍ/本 5.409

砂礫土 ｍ/本 1.850

1本当り 注入材料 ｋ /本 0.345

1本当り 施工時間 分/本 110.43

1日当り 施工本数 本/日 6.8

No.4発進立坑底部 二重管ストレーナ複相 施工本数 本 87.0

1本当り 削孔延長 粘性土 ｍ/本 5.450

砂質土 ｍ/本 9.410

砂礫土 ｍ/本 2.922

1本当り 注入材料 ｋ /本 1.611

1本当り 施工時間 分/本 232.18

1日当り 施工本数 本/日 3.3

No.5　到達坑口（上流) 二重管ストレーナ複相 施工本数 本 46.0

1本当り 削孔延長 粘性土 ｍ/本 1.700

砂質土 ｍ/本 0.000

砂礫土 ｍ/本 6.628

1本当り 注入材料 ｋ /本 1.193

1本当り 施工時間 分/本 158.30

1日当り 施工本数 本/日 4.8

規格・仕様

17



  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

発進立坑部

配管材料（φ700）

DCIP-NS 直管 L=6.00 φ700 本 2

二受Ｔ字管 φ700-φ450 本 1

排水Ｔ字管 φ700-φ300 本 1

短管１号 φ700 本 1

短管２号 φ700 本 1

発進立坑部 排水管

配管材料（φ300）

DCIP-NS 直管 L=6.00 φ300 本 11

90°曲管 φ300 本 4

継輪 φ300 本 1

短管１号 φ300 本 2

発進立坑部 応急給水栓

配管材料（φ100）

DCIP-NS 直管 L=4.00 φ100 本 2

挿し受片落ち管 φ450-200 本 1

挿し受片落ち管 φ200-100 本 1

短管2号 φ100 本 1

発進立坑部 

弁類

バタフライ弁 φ700 個 1

鋳鉄製仕切弁 φ300 排水管用 個 1

補修弁 φ100,H=200 応急給水栓用 個 1

給水栓付空気弁 φ100,16K 個 1

フランジ補強金具 φ100用 個 1

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.4発進立坑部

管布設工

鋳鉄管布設工 DCIP-NS φ700 ｍ 11.00

DCIP-NS φ300　排水管 ｍ 63.27

DCIP-NS φ450　応急給水栓 ｍ 0.86

DCIP-NS φ200　応急給水栓 ｍ 0.55

DCIP-NS φ100　応急給水栓 ｍ 6.01

NS形継手工 DCIP-NS φ700 ライナ含む 口 1

DCIP-NS φ300　排水管 異形管を除く 口 10

DCIP-NS φ300　排水管 異形管 口 10

DCIP-NS φ450　応急給水栓 異形管 口 1

DCIP-NS φ200　応急給水栓 異形管 口 1

DCIP-NS φ100　応急給水栓 異形管を除く 口 3

NS形継手挿口加工工 DCIP-NS φ700 口 1

DCIP-NS φ300　排水管 口 6

DCIP-NS φ100　応急給水栓 口 1

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 DCIP-NS φ700 ｍ 11.00

DCIP-NS φ300　排水管 ｍ 63.27

DCIP-NS φ450　応急給水栓 ｍ 0.86

DCIP-NS φ200　応急給水栓 ｍ 0.55

DCIP-NS φ100　応急給水栓 ｍ 6.01

鋳鉄管切断・溝切 DCIP-NS φ700 口 1

DCIP-NS φ300　排水管 口 7

DCIP-NS φ100　応急給水栓 口 1

規格・仕様

19



  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

フランジ継手工 フランジ継手工 φ700 口 2

φ300　排水管 口 2

φ100　応急給水栓 口 2

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁設置 DCIP-NS φ700 基 1

鋳鉄製仕切弁設置 DCIP-NS φ300 基 1

DCIP-NS φ100 補修弁 基 1

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.4

発進立坑部 管路土工（φ300 排水管）

舗装取壊工 舗装切断 t≦15cm m 106.98

舗装取壊 t≦10cm m2 48.14

残塊処分 m3 4.63

土　工 掘削 バックホウ 0.20m3 m3 68.69

残土処分 m3 68.69

埋戻 m3 46.32

会所掘 バックホウ 0.20m3 m3 2.16

会所堀 残土処分 m3 2.16

会所堀 埋戻 m3 2.16

仮復旧工 表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 2.70

密粒度As 5cm ﾀｯｸｺｰﾄ m2 45.44

基層工 粗粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 45.44

瀝青安定処理 瀝青安定処理 9cm m2 45.44

上層路盤工 粒調砕石 10cm m2 2.70

粒調砕石 15cm m2 45.44

下層路盤工 再生砕石 15cm m2 45.44

土留工 軽量鋼矢板 H=2.0m ｍ 53.49

軽量金属支保 1段 ｍ 53.49

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位
φ700
弁室

φ300
弁室

φ100
弁室

合計 備　考

発進立坑部

弁室（組立2号人孔）

鉄蓋 φ600 組 1 1 2

親子蓋

φ600/φ900 組 1 1

調整高 mm 12 10 40 62

調整ブロック 600×50 個

600×100 個 1 1

600×150 個 1 1

900×100 個 1 1

斜壁ブロック 600×1200×450 個 1 1

600×1200×600 個 1 1

900×1200×600 個 1 1

1 1

直壁ブロック 1200×600 個

1200×900 個 1 1 2

1200×1200 個

1200×1500 個

1200×1800 個

1 1

1200×2100 個 2 2

踊り場

直壁ブロック 1200×600 個 1 1

躯体ブロック 1200×900　 個 1 1 2

1200×1200 個

1200×1500 個

1200×1800 個

1 1

連結直壁ブロック 1200×300 個

底版ブロック 個 1 1

2号 4m以下

設置高 ｍ 1.87 1.71 3.58 2箇所

2号 9m以下

8.52 8.52 1箇所

コンクリート 18-8-40 m3 4.29 0.60 4.89

型枠 一般、無筋 m2 10.39 10.39

基礎砕石 RC-40,t=20cm m2 2.40 2.40

（上段：Ⅱ種
　　　下段：Ⅰ種）

（上段：Ⅱ種
　　　下段：Ⅰ種）
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.3到達立坑部

配管材料（φ700）

DCIP-NS 排水Ｔ字管 φ700-φ300 本 1

22°1/2曲管 φ700 本 1

No.3到達立坑部 排水管

配管材料（φ300）

DCIP-NS 直管 L=6.00 φ300 本 7

90°曲管 φ300 本 3

45°曲管 φ300 本 1

22°1/2曲管 φ300 本 1

継輪 φ300 本 2

フランジ付きＴ字管 φ300-φ100 本 1

短管１号 φ300 本 2

発進立坑部 

弁類

鋳鉄製仕切弁 φ300 排水管用 個 1

補修弁 φ100,H=200 空気弁用 個 1

空気弁 φ100 急速空気弁 個 1

フランジ補強金具 φ100用 個 1

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.3到達立坑部

管布設工

鋳鉄管布設工 DCIP-NS φ700 ｍ 4.00

DCIP-NS φ300 ｍ 30.97

NS形継手工 DCIP-NS φ700 ライナ含む 口 4

DCIP-NS φ300　排水管 異形管を除く 口 6

DCIP-NS φ300　排水管 異形管 口 12

NS形継手挿口加工工 DCIP-NS φ300 口 8

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 DCIP-NS φ700 ｍ 4.00

DCIP-NS φ300 ｍ 30.97

鋳鉄管切断・溝切 DCIP-NS φ300 口 7

鋳鉄管切断のみ DCIP-NS φ300 口 1

フランジ継手工 フランジ継手工 φ300 口 2

φ100 口 2

鋳鉄製仕切弁設置 DCIP-NS φ300 基 1

DCIP-NS φ100 補修弁 基 1

空気弁設置 急速空気弁 φ100 基 1

No.3到達立坑部

DCIPφ700 防護ｺﾝｸﾘｰﾄ コンクリート 18-8-25 m3 17.79

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.3

到達立坑部 管路土工（φ300 排水管）

舗装取壊工 舗装切断 t≦15cm m 59.10

舗装取壊 t≦10cm m2 26.60

残塊処分 m3 2.32

土　工 掘削 バックホウ 0.20m3 m3 38.18

残土処分 m3 38.18

埋戻 m3 26.78

会所掘 バックホウ 0.20m3 m3 1.62

会所堀 残土処分 m3 1.62

会所堀 埋戻 m3 1.62

仮復旧工 表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 4.80

密粒度As 5cm ﾀｯｸｺｰﾄ m2 21.80

基層工 粗粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 21.80

瀝青安定処理 瀝青安定処理 9cm m2 21.80

上層路盤工 粒調砕石 10cm m2 4.80

粒調砕石 15cm m2 21.80

下層路盤工 再生砕石 15cm m2 21.80

土留工 軽量鋼矢板 H=2.0m ｍ 29.55

軽量金属支保 1段 ｍ 29.55

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位
φ300
弁室

φ100
空気弁
弁室

合計 備　考

No.3到達立坑部

弁室（組立2号人孔）

鉄蓋 φ600 組 1 1 2

調整高 mm 10 10 20

調整ブロック 600×50 個

600×100 個 1 1 2

600×150 個

斜壁ブロック 600×1200×300 個 1 1

600×1200×450 個

600×1200×600 個 1 1

直壁ブロック 1200×300 個

1200×600 個

1200×1800 個

躯体ブロック 1200×900 個 1 1

1200×1200 個 1 1

1200×1500 個

1200×1800 個

1200×2100 個

1200×2400 個

連結直壁ブロック 1200×300 個

底版ブロック 個 1 1 2

2号 4m以下

設置高 ｍ 1.87 1.87 3.74 2箇所

コンクリート 18-8-40 m3 0.60 0.58 1.18

型枠 m2

基礎砕石 RC-40,t=20cm m2 2.40 2.40 4.80
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.5到達立坑部

配管材料（φ700）

DCIP-NS 直管 L=6.00 φ700 本 1

二受Ｔ字管 φ700-φ700 本 2

受挿し片落管 φ700-φ500 本 1

挿し受片落管 φ700-φ500 本 1

短管２号 φ700 本 2

90°曲管 φ700 本 1

45°両受曲管 φ700 本 1

栓 φ700 本 1

No.5到達立坑部

配管材料（φ500）

DCIP-NS 直管 L=6.00 φ500 本 15

排水Ｔ字管 φ500-φ200 本 1

フランジ付きＴ字管 φ500-φ100 本 1

受挿し片落管 φ500-φ300 本 1

短管１号 φ500 本 2

短管２号 φ500 本 1

90°曲管 φ500 本 2

45°曲管 φ500 本 5

45°両受曲管 φ500 本 1

22°1/2曲管 φ500 本 1

22°1/2両受曲管 φ500 本 1

継輪 φ500 本 1

No.5到達立坑部

配管材料（φ300）

DCIP-NS 直管 L=6.00 φ300 本 7

短管１号 φ300 本 2

短管２号 φ300 本 1

90°曲管 φ300 本 2

45°曲管 φ300 本 3

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.5到達立坑部

配管材料（φ200）

DCIP-NS 直管 L=5.00 φ200 本 5

90°曲管 φ200 本 1

45°曲管 φ200 本 3

継輪 φ200 本 1

到達立坑部 不断水施工

不断水（φ500-φ500）

不断水割丁字管 φ500-φ500 ダクタイル鋳鉄管用 個 1

バタフライ弁 φ500 個 1

ストッパー φ500 プラグ3型 個 1

No.5到達立坑部 

弁類

バタフライ弁 φ700 個 1

φ500 個 1

鋳鉄製仕切弁 φ300 排水管用 個 1

φ200 排水管用 個 1

補修弁 φ100,H=200 空気弁用 個 1

空気弁 φ100 急速空気弁 個 1

フランジ補強金具 φ100用 個 1

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.5到達立坑部

管布設工

鋳鉄管布設工 DCIP-NS φ700 ｍ 13.92

DCIP-NS φ500　香芝第一ﾌﾞﾗﾝﾁ ｍ 102.12

DCIP-NS φ300　排水管 ｍ 33.79

DCIP-NS φ200　排水管 ｍ 16.05

NS形継手工 DCIP-NS φ700 ライナ含む 口 10

DCIP-NS φ500　香芝第一ﾌﾞﾗﾝﾁ ライナ含む 口 39

DCIP-NS φ300　排水管 異形管を除く 口 7

DCIP-NS φ300　排水管 異形管 口 7

DCIP-NS φ200　排水管 異形管を除く 口 5

DCIP-NS φ200　排水管 継ぎ輪以外の異形管 口 7

DCIP-NS φ200　排水管 継ぎ輪 口 2

NS形継手挿口加工工 DCIP-NS φ700 口 2

DCIP-NS φ500　香芝第一ﾌﾞﾗﾝﾁ 口 13

DCIP-NS φ300　排水管 口 4

DCIP-NS φ200　排水管 口 6

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 DCIP-NS φ700 ｍ 13.92

DCIP-NS φ500　香芝第一ﾌﾞﾗﾝﾁ ｍ 102.12

DCIP-NS φ300　排水管 ｍ 33.79

DCIP-NS φ200　排水管 ｍ 16.05

不断水連絡工 φ500-φ500 箇所 1

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

鋳鉄管切断・溝切 DCIP-NS φ700 口 2

DCIP-NS φ500　香芝第一ﾌﾞﾗﾝﾁ 口 13

DCIP-NS φ300　排水管 口 4

DCIP-NS φ200　排水管 口 6

フランジ継手工 フランジ継手工 φ700 口 2

φ500 口 4

φ300 口 2

φ200 口 2

φ100 口 2

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁設置 DCIP-NS φ500 基 1

ｽﾄｯﾊﾟｰ設置 DCIP-NS φ500 基 1

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁設置 DCIP-NS φ700 基 1

DCIP-NS φ500 基 1

鋳鉄製仕切弁設置 DCIP-NS φ300 基 1

DCIP-NS φ200 基 1

DCIP-NS φ100 補修弁 基 1

空気弁設置 急速空気弁 φ100 基 1

到達立坑部

DCIPφ700 防護ｺﾝｸﾘｰﾄ コンクリート 18-8-25 m3 6.55

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.5

到達立坑部 管路土工（φ700）

舗装取壊工 舗装切断 t≦15cm m 13.10

舗装取壊 t≦10cm m2 9.83

残塊処分 m3 0.29

土　工 掘削 バックホウ 0.20m3 m3 28.53

残土処分 m3 28.53

埋戻 m3 24.78

会所掘 バックホウ 0.20m3 m3 3.60

会所堀 残土処分 m3 3.60

会所堀 埋戻 m3 3.60

仮復旧工 表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 9.83

上層路盤工 粒調砕石 10cm m2 9.83

土留工 軽量鋼矢板 H=2.5m ｍ 6.55

軽量金属支保 2段 ｍ 6.55

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.5

到達立坑部 管路土工（φ500 香芝第一ブランチ）

舗装取壊工 舗装切断 t≦15cm m 204.24

舗装取壊 t≦10cm m2 112.33

残塊処分 m3 11.08

土　工 掘削 バックホウ 0.20m3 m3 239.20

残土処分 m3 239.20

埋戻 m3 173.67

会所掘 バックホウ 0.20m3 m3 20.06

会所堀 残土処分 m3 20.06

会所堀 埋戻 m3 20.06

仮復旧工 表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 2.20

密粒度As 5cm ﾀｯｸｺｰﾄ m2 110.13

基層工 粗粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 110.13

瀝青安定処理 瀝青安定処理 9cm m2 110.13

上層路盤工 粒調砕石 10cm m2 2.20

粒調砕石 15cm m2 110.13

下層路盤工 再生砕石 15cm m2 110.13

土留工 軽量鋼矢板 H=2.5m ｍ 102.12

軽量金属支保 2段 ｍ 102.12

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.5

到達立坑部 管路土工（φ300 排水管）

舗装取壊工 舗装切断 t≦15cm m 101.06

舗装取壊 t≦10cm m2 45.48

残塊処分 m3 1.51

土　工 掘削 バックホウ 0.20m3 m3 85.94

残土処分 m3 85.94

埋戻 m3 76.49

会所掘 バックホウ 0.20m3 m3 1.89

会所堀 残土処分 m3 1.89

会所堀 埋戻 m3 1.89

仮復旧工 表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 37.94

密粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 7.53

上層路盤工 粒調砕石 10cm m2 37.94

粒調砕石 20cm m2 7.53

土留工 軽量鋼矢板 H=2.5m ｍ 50.53

軽量金属支保 1段 ｍ 50.53

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

No.5

到達立坑部 管路土工（φ200 排水管）

舗装取壊工 舗装切断 t≦15cm m 27.92

舗装取壊 t≦10cm m2 12.56

残塊処分 m3 0.69

土　工 掘削 バックホウ 0.20m3 m3 23.43

残土処分 m3 23.43

埋戻 m3 19.42

会所掘 バックホウ 0.20m3 m3 1.22

会所堀 残土処分 m3 1.22

会所堀 埋戻 m3 1.22

仮復旧工 表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 5.94

密粒度As 5cm ﾀｯｸｺｰﾄ m2 4.98

密粒度As 7cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 1.64

基層工 粗粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 4.98

瀝青安定処理 瀝青安定処理 9cm m2 4.98

上層路盤工 粒調砕石 10cm m2 5.94

粒調砕石 15cm m2 4.98

粒調砕石 20cm m2 1.64

下層路盤工 再生砕石 15cm m2 4.98

再生砕石 25cm m2 1.64

土留工 軽量鋼矢板 H=2.5m ｍ 13.96

軽量金属支保 1段 ｍ 13.96

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位
φ700
弁室

φ500
弁室

φ300
弁室

φ200
弁室

φ100
空気弁
弁室

合計 備　考

No.5到達立坑部

弁室（組立2号人孔）

鉄蓋 φ600 組 1 1 1 1 1 5

調整高 mm 20 12 10 10 48 100

調整ブロック 600×50 個 1 1

600×100 個 1 1 1 3

600×150 個 1 1

斜壁ブロック 600×1200×300 個

600×1200×450 個 1 1 1 3

600×1200×600 個 1 1 2

直壁ブロック 1200×300 個

1200×600 個

1200×900 個 1 1

躯体ブロック 1200×900 個

1200×1200 個

1200×1500 個 1 1

1200×1800 個

1200×2100 個 1 1

1200×2400 個 1 1 2

連結直壁ブロック 1200×300 個 1 1

底版ブロック 個 1 1 1 1 4

2号 4m以下

設置高 ｍ 2.03 3.22 3.07 2.37 3.209 13.90 5箇所

コンクリート 18-8-40 m3 4.29 0.71 0.60 0.66 0.71 6.97

型枠 m2 10.39 10.39

基礎砕石 RC-40,t=20cm m2 2.40 2.40 2.40 2.40 9.60
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

発進基地整備工

整地工 表土すきとり 床堀 m3 450.00

土木安定シート m2 900.00

盛土工 路体盛土 m3 620.50

整地 m3 620.50

仮舗装工 表層工 密粒度As 7cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 800.00

上層路盤工 粒調砕石 20cm m2 800.00

舗装取壊工 舗装取壊 t≦10cm m2 800.00

残塊処分 m3 56.00

盛土撤去 掘削工 m3 620.50

残土処分 m3 620.50

重力式擁壁 コンクリート取壊 m3 9.32

残塊処分 無筋コンクリート m3 9.32

復旧 m3 9.32

基礎砕石 m2 10.86

防音ハウス 設置・撤去 基 1

No.3～No.4及び

仮設電力設備 No.4～No.5 式 1

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

付帯工（No.4発進立坑部）

C種

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去 撤去工 180/210×300×600 ｍ 13.00

残塊処分 m3 0.46

コンクリート取壊 m3 1.56

残塊処分 m2 1.56

C種

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ復旧 復旧工 180/210×300×600 ｍ 13.00

コンクリート m3 1.56

型枠 m2 4.03

基礎砕石 m2 10.47

転落防止柵工 撤去 H=1.1m ｍ 10.00

復旧 H=1.1m ｍ 10.00

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

舗装 本復旧工（No.3到達立坑部）

舗装取壊工 舗装切断 As　t≦15cm m 51.21

路面切削 As　t≦10cm m2 200.78

残塊処分 As m3 17.68

舗装本復旧工 不陸整正 m2 200.78

表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 34.20

密粒度As 5cm ﾀｯｸｺｰﾄ m2 166.58

基層工 粗粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 166.58

舗装 本復旧工（No.4発進立坑部）

舗装取壊工 舗装切断 As　t≦15cm m 66.00

舗装取壊 As　t≦10cm m2 342.07

残塊処分 As m3 23.65

舗装本復旧工 不陸整正 m2 342.07

表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 111.23

密粒度As 5cm ﾀｯｸｺｰﾄ m2 175.50

密粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 55.34

基層工 粗粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 175.50

舗装 本復旧工（No.5到達立坑部）

舗装取壊工 舗装切断 As　t≦15cm m 116.24

路面切削 As　t≦10cm m2 564.62

残塊処分 As m3 39.67

舗装本復旧工 不陸整正 m2 564.62

表層工 密粒度As 3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 214.89

密粒度As 5cm ﾀｯｸｺｰﾄ m2 308.38

密粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 25.59

密粒度As 7cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 15.76

基層工 粗粒度As 5cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ m2 308.38

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

区画線工 実線（白） 幅15cm ｍ 131.10

実線（白） 幅45cm ｍ 22.53

規格・仕様
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  数　量　総　括　表

種別 細別 単 位 数　量 備　　　考

既設管（廃止管）充填工

充填工 φ500 21スパン ｍ 4083.30

充填材 m3 800.33

土のう積工 φ500 m2 8.25

規格・仕様
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§.2　　小口径シールド工
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【上流側No.3～No.4区間】

小口径シールド工（セグメント）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

ＲＣ標準 ﾘﾝｸﾞ 2679.0

ＲＣテーパー ﾘﾝｸﾞ 262.0

ﾅｯｸﾙ B= 600 ﾘﾝｸﾞ 4.0

普通 B= 600 ﾘﾝｸﾞ 24.0

ﾃｰﾊﾟｰB= 300 ﾘﾝｸﾞ 238.0

30×15(mm) ｍ 15175.56

30×20(mm) ｍ 5293.80

20×3(mm) ｍ 1289.12

合成樹脂製プラグ 個 12828.00

個 12828.00逆止弁

セグメント

ＲＣセグメント

鋼製セグメント

シール材①

シール材②

シール材③

プラグ
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【上流側No.3～No.4区間】

小口径シールド工（一次覆工）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1547.582

曲線区間 ｍ 277.138

到達掘進区間 ｍ 5.000

初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1547.582

曲線区間 ｍ 277.138

到達掘進区間 ｍ 5.000

初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1547.582

曲線区間 ｍ 277.138

到達掘進区間 ｍ 5.000

m3 768.041

ベントナイト kg 134125.0

粘土 kg 80102.0

水 m3 535.256

坑外作業工

一次覆工

坑内作業工

切羽及び

中央制御監理工

裏 込 め 材

添　加　材
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【上流側No.3～No.4区間】

小口径シールド工（ＰＮ形管）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

直管　3種 700mm　L=6.00m 本 4.0

直管　3種 700mm　L=4.00m 本 418.0

甲切管　3種　700mm L=4.00m 本 17.0

甲切管　3種 700mm　L=6.00m　調整管 本 1.0

甲切管　3種 700mm　L=4.00m　調整管 本 5.0

乙切管　3種 700mm　L=4.00m　調整管 本 1.0

曲管　3° 本 17.0

曲管　5 5/8° 本 27.0

曲管　11 1/4° 本 14.0

接合部品 組 504.0

受挿し短管 挿し口NS 本 2.0

ＰＮ形管

ＰＮ形管
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【上流側No.3～No.4区間】

小口径シールド工（二次覆工 配管工、坑内整備・配管準備工、発生土処分）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

口 504.0

口 6.0

ＲＣセグメント区間 組 469.0

ＳＴセグメント区間 組 36.0

m3 738.30

m3 738.30

m3 7.8

ｍ 1851.700

口 504.0

ｍ 1800.0

ｍ 1850.700

シールド

セメント・石灰系 kg 160411.3

m3 3258.989

m3 3258.989

式 1

中込め注入管設置

トンネル内配管工

トンネル内配管

溝切り加工

浮力防止材料

〃

中込め充填工

エアモルタル

中込め充填

間仕切り壁設置工

配管準備工

坑内配線盛替え工

鋳鉄管切断・

管受台・

配管準備工

発生土処分工

固化材

改良・積込費

発生土受入費

水圧試験工

水圧試験

坑内整備・

坑内整備・

水替え工
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【上流側No.3～No.4区間】

小口径シールド工（シールド設備工、坑内設備工、立坑設備工）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

発進 箇所 1.0

到達 箇所 1.0

式 1.0

坑外配管工 ｍ 28.0

坑内配管工 ｍ 1850.700

式 1.0

ｍ 3755.400

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0土砂搬出設備

軌条設備

坑内設備工

配管設備

換気設備

通信配線設備

立坑設備工

立坑ｸﾚｰﾝ設備

立坑内仮設階段

シールド設備工

発進坑口工

到達坑口工

支 圧 壁

立坑内作業床

ｼｰﾙﾄﾞ機発進用受台

ｼｰﾙﾄﾞ機引上用受台

ｼｰﾙﾄﾞ機据付工

ｼｰﾙﾄﾞ機搬出工

ｼｰﾙﾄﾞ機仮発進

鏡 切 り
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【上流側No.3～No.4区間】

小口径シールド工（坑外設備工）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

式 1.0

箇所 1.0

式 1.0

式 1.0

操作盤など据付 式 1.0

制御ケーブル布設 式 1.0

30 ｍ3/h 式 1.0

土砂吸引装置・換気ブロワ設備 式 1.0

土砂吸引装置・換気ブロワ基礎 式 1.0

防音パネル工 式 1.0

換気工 式 1.0

設備 設置撤去

ﾌﾟﾗﾝﾄ基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

中央監理計装設備

濁水処理工

ブロア設備工

添加材・裏込注入

坑外設備工

工事基地仮囲い工

工事基地門扉工
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【下流側No.4～No.5区間】

小口径シールド工（セグメント）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

ＲＣ標準 ﾘﾝｸﾞ 2582.0

ＲＣテーパー ﾘﾝｸﾞ 161.0

30×15(mm) ｍ 14153.88

30×20(mm) ｍ 4937.40

合成樹脂製プラグ 個 10972.00

個 10972.00

シール材①

シール材②

プラグ

逆止弁

セグメント

ＲＣセグメント
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【下流側No.4～No.5区間】

小口径シールド工（一次覆工）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1572.210

曲線区間 ｍ 46.540

到達掘進区間 ｍ 5.000

初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1572.210

曲線区間 ｍ 46.540

到達掘進区間 ｍ 5.000

初期掘進区間 ｍ 20.980

直線区間 ｍ 1572.210

曲線区間 ｍ 46.540

到達掘進区間 ｍ 5.000

m3 682.563

ベントナイト kg 119197.0

粘土 kg 71187.0

水 m3 475.686

裏 込 め 材

添　加　材

坑外作業工

中央制御監理工

一次覆工

切羽及び

坑内作業工
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【下流側No.4～No.5区間】

小口径シールド工（ＰＮ形管）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

直管　3種 700mm　L=6.00m 本 235.0

直管　3種 700mm　L=4.00m 本 48.0

甲切管　3種 700mm　L=6.00m　調整管 本 1.0

甲切管　3種 700mm　L=4.00m　調整管 本 4.0

乙切管　3種 700mm　L=4.00m　調整管 本 1.0

曲管　3° 本 17.0

接合部品 組 306.0

受挿し短管 挿し口NS 本 2.0

ＰＮ形管

ＰＮ形管
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【下流側No.4～No.5区間】

小口径シールド工（二次覆工 配管工、坑内整備・配管準備工、発生土処分）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

口 306.0

口 5.0

ＲＣセグメント区間 組 307.0

m3 569.75

m3 569.75

m3 5.8

ｍ 1375.876

口 306.0

ｍ 1600.0

ｍ 1644.730

シールド

セメント・石灰系 kg 142558.7

m3 2896.287

m3 2896.287

式 1

管受台・

トンネル内配管工

トンネル内配管

鋳鉄管切断・

溝切り加工

浮力防止材料

中込め充填工

エアモルタル

中込め充填

間仕切り壁設置工

中込め注入管設置

発生土処分工

水圧試験工

水圧試験

坑内整備・

配管準備工

固化材

改良・積込費

発生土受入費

水替え工

坑内配線盛替え工

坑内整備・

配管準備工
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【下流側No.4～No.5区間】

小口径シールド工（シールド設備工、坑内設備工、立坑設備工）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

発進 箇所 1.0

到達 箇所 1.0

式 1.0

坑外配管工 ｍ 29.0

坑内配管工 ｍ 1644.730

式 1.0

ｍ 3345.460

箇所 1.0

箇所 1.0

箇所 1.0

シールド設備工

発進坑口工

到達坑口工

支 圧 壁

立坑内作業床

ｼｰﾙﾄﾞ機発進用受台

ｼｰﾙﾄﾞ機引上用受台

ｼｰﾙﾄﾞ機据付工

ｼｰﾙﾄﾞ機解体残置工

ｼｰﾙﾄﾞ機仮発進

鏡 切 り

土砂搬出設備

軌条設備

坑内設備工

配管設備

換気設備

通信配線設備

立坑設備工

立坑ｸﾚｰﾝ設備

立坑内仮設階段
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【下流側No.4～No.5区間】

小口径シールド工（坑外設備工）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

式 1.0

箇所 1.0

式 1.0

式 1.0

操作盤など据付 式 1.0

制御ケーブル布設 式 1.0

30 ｍ3/h 式 1.0

土砂吸引装置・換気ブロワ設備 式 1.0

土砂吸引装置・換気ブロワ基礎 式 1.0

防音パネル工 式 1.0

換気工 式 1.0

添加材・裏込注入

坑外設備工

工事基地仮囲い工

工事基地門扉工

設備 設置撤去

ﾌﾟﾗﾝﾄ基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

中央監理計装設備

濁水処理工

ブロア設備工
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§.3　　発進立坑
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発進立坑　土留工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

鋼矢板Ⅲ型

Ｌ＝ 18.00 ｍ Ｗ＝ 60.00 kg/m

Ｎ＝( 12.00 ＋ 12.00 ＋ 7.20 ＋ 7.20 )÷ 0.40 枚 96

18.00 × 0.060 × 96 ｔ 103.680

鋼矢板Ⅲ型 油圧圧入引抜工（最大N値　25＜N≦50）

打設長 ＝ 17.50 ｍ/枚 (18.00－0.50) 枚 96

鋼矢板Ⅲ型（坑口部10枚） 枚 10

18.00 × 0.060 × 10 ｔ 10.800

鋼矢板Ⅲ型（坑口部10枚を除く86枚） 枚 86

18.00 × 0.060 × 86 ｔ 92.880

鋼矢板Ⅲ型 油圧圧入引抜工　

引抜長 ＝ 17.50 ｍ/枚 (18.00－0.50) 枚 86

鋼矢板Ⅲ型 油圧圧入引抜工　

引抜長 ＝ 8.37 ｍ/枚 (8.87－0.50) 枚 10

鏡切部（シールド機外径φ1334＋50×2＝φ1434）

1.434 ^2 × π/4 × 0.150 t/m2　× 2 ｔ 0.485

土留工

鋼矢板搬入

鋼矢板引抜工

圧入工

鋼 矢 板

鋼矢板購入,損料

鋼矢板購入

鋼矢板損料

鋼 矢 板

鋼矢板スクラップ

鋼 矢 板
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発進立坑　土留工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

腹起し H-400×400×13×21 200 kg/m

11.750 × 2 × 3 × 0.200 ＝ 14.100

（ 6.950 － 0.800 )× 2 × 3 × 0.200 ＝ 7.380

腹起し H-500×500×25×25 300 kg/m

11.750 × 2 × 2 × 0.300 ＝ 14.100

（ 6.950 － 1.000 )× 2 × 2 × 0.300 ＝ 7.140

切梁 H-300×300×10×15 100 kg/m

（ 6.950 － 0.800 )× 1 × 3 × 0.100 ＝ 1.845

（ 6.650 － 1.000 )× 1 × 2 × 0.100 ＝ 1.130

火打ち H-300×300×10×15 100 kg/m

1.237 × 4 × 3 × 0.100 ＝ 1.484

3.359 × 4 × 3 × 0.100 ＝ 4.031

1.037 × 4 × 2 × 0.100 ＝ 0.830

3.159 × 4 × 2 × 0.100 ＝ 2.527

上記合計　 54.567

副部材Ａ 副部材Ｂ

54.567 ＋ 54.567 × 0.220 ＋ 54.567 × 0.040 ＝ 68.754 ｔ 68.754

鋼製支保工

設置工
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発進立坑　土留工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

腹起し H-400×400×13×21 200 kg/m

11.750 × 2 × 1 × 0.200 ＝ 4.700

（ 6.950 － 0.800 )× 2 × 1 × 0.200 ＝ 2.460

切梁 H-300×300×10×15 100 kg/m

（ 6.950 － 0.800 )× 1 × 1 × 0.100 ＝ 0.615

火打ち H-300×300×10×15 100 kg/m

1.237 × 4 × 1 × 0.100 ＝ 0.495

3.359 × 4 × 1 × 0.100 ＝ 1.344

上記合計 9.614

副部材Ａ 副部材Ｂ

撤去重量 9.614 ＋ 9.614 × 0.220 ＋ 9.614 × 0.040 ＝ 12.114 ｔ 12.114

副部材Ａ

H-400損料 7.160 ＋ 7.160 × 0.220 ＝ 8.735 ｔ 8.735

副部材Ａ

H-300損料 2.454 ＋ 2.454 × 0.220 ＝ 2.994 ｔ 2.994

鋼製支保工

盛替撤去
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発進立坑　土留工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

腹起し H-400×400×13×21 200 kg/m

11.750 × 2 × 2 × 0.200 ＝ 9.400

（ 6.950 － 0.800 )× 2 × 2 × 0.200 ＝ 4.920

腹起し H-500×500×25×25 300 kg/m

11.750 × 2 × 2 × 0.300 ＝ 14.100

（ 6.950 － 1.000 )× 2 × 2 × 0.300 ＝ 7.140

切梁 H-300×300×10×15 100 kg/m

（ 6.950 － 0.800 )× 1 × 2 × 0.100 ＝ 1.230

（ 6.650 － 1.000 )× 1 × 2 × 0.100 ＝ 1.130

火打ち H-300×300×10×15 100 kg/m

1.237 × 4 × 2 × 0.100 ＝ 0.990

3.359 × 4 × 2 × 0.100 ＝ 2.687

1.037 × 4 × 2 × 0.100 ＝ 0.830

3.159 × 4 × 2 × 0.100 ＝ 2.527

上記合計 44.954

副部材Ａ 副部材Ｂ

撤去重量 44.954 ＋ 44.954 × 0.220 ＋ 44.954 × 0.040 ＝ 56.642 ｔ 56.642

副部材Ａ

H-400損料 14.320 ＋ 14.320 × 0.220 ＝ 17.470 ｔ 17.470

副部材Ａ

H-500損料 21.240 ＋ 21.240 × 0.220 ＝ 25.913 ｔ 25.913

副部材Ａ

H-300損料 9.394 ＋ 9.394 × 0.220 ＝ 11.461 ｔ 11.461

最終撤去

鋼製支保工
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発進立坑　土工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

覆工部（鋼矢板上部）

長さ 13.160

幅 1.660

（舗装）

深さ 1.008 － 0.100 ＝ 0.908

13.160 × 1.660 × 0.908 ＝ 19.84

覆工部（鋼矢板上部）

長さ 13.160

幅 2.500

（舗装）

深さ 1.008 － 0.030 ＝ 0.978

13.160 × 2.500 × 0.978 ＝ 32.18

鋼矢板圧入工法による布掘り（幅1.2m,深0.5mを考慮）

長さ 12.000 ＋ 1.200 ＝ 13.200

幅 3.670 ＋ 0.600 ＝ 4.270

深さ 0.500

13.200 × 4.270 × 0.500 ＝ 28.18

19.84 ＋ 32.18 ＋ 28.18 m3 80.20

一次掘削

道路車道部 初期掘削

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.6m3

道路歩道部 初期掘削

初期掘削（余堀）

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.6m3

一次掘削

一次掘削

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.6m3

一次掘削

初期掘削 合計
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発進立坑　土工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

長さ 12.000

7.200 - 3.670 ＝ 3.530 （ 覆工板部 ）

幅 3.670 ＝ 3.670 （ 布掘り部 ）

6.000 － 1.008 ＝ 4.992 （ 覆工板部 ）

深さ 6.000 － 0.500 ＝ 5.500 （ 布掘り部 ）

12.000 × 3.530 × 4.992 + 12.000 × 3.670 × 5.500 ＝ 453.68 m3 453.68

長さ 12.000

幅 7.200

深さ 10.582 － 6.000 ＝ 4.582

12.000 × 7.200 × 4.582 ＝ 395.88 m3 395.88

80.20 ＋ 453.68 ＋ 395.88 m3 929.76

12.000 × 7.200 m2 86.40

12.000 × 7.200 × 0.300 m3 25.92

残土処分量 車道部舗装 車道部舗装

929.76 - 21.85 × 0.49 - 32.90 × 0.13 ＝ 914.78

DCIPφ700 0.733 ^2 × π/4 × 12.000 ＝ -5.06

DCIPφ300 0.323 ^2 × π/4 × 8.970 ＝ -0.74

DCIPφ100 0.733 ^2 × π/4 × 7.660 ＝ -3.23

弁室防護Co 1.800 × 1.800 × 1.560 ＝ -5.05

斜壁ﾌﾞﾛｯｸ × 2 ＝ -1.24

直壁ﾌﾞﾛｯｸ

(Ⅰ種) 1.400 ^2 × π/4 × ( 4.800 + 0.600 )＝ -8.31

直壁ﾌﾞﾛｯｸ

(Ⅱ種) 1.400 ^2 × π/4 × 2.700 ＝ -4.16

連結直壁 1.560 ^2 × π/4 × 0.300 ＝ -0.57

合計 ＝ 886.42 m3 886.42

立坑掘削

埋　戻　工

埋戻控除

立坑基礎工

基礎砕石 20cm

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 30cm

残土処分

ｸﾗﾑｼｪﾙ

立坑掘削

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.6m3

(0.820^2＋1.400^2)×1/2×π/4×0.600
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発進立坑　舗装工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

長さ 13.160

国道車道 国道歩道

幅 1.660 + 2.500 ＝ 4.160

As≦15cm 13.160 ＋ 4.160 ＋ 4.160 ｍ 21.48

As≦10cm 13.160 × 1.660 ＋ 13.160 × 2.500 m2 54.75

As 13.160 × 1.660 × 0.100 + 13.160 × 2.500 × 0.030 m3 3.17

国道歩道

密粒As 3cm 13.160 × 2.500 m2 32.90

国道車道

密粒As 5cm 13.160 × 1.660 m2 21.85

国道車道

粗粒As 5cm 13.160 × 1.660 m2 21.85

国道車道

瀝青安定処理 9cm 13.160 × 1.660 m2 21.85

国道歩道

粒調砕石 10cm 13.160 × 2.500 m2 32.90

国道車道

粒調砕石 15cm 13.160 × 1.660 m2 21.85

国道車道

再生砕石 15cm 13.160 × 1.660 m2 21.85

舗装撤去

下層路盤工

表層工

舗装範囲

舗装切断

舗装取壊

残塊処分

仮復旧工

上層路盤工

基層工

瀝青安定処理
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§.4　　到達立坑

62



No.3到達立坑 土工 その 1

種　別 算　　　　　　　　　　　　　　　式

立坑寸法 φ 4.00 × 11.637 ｍ (立坑深)

Ａ ＝ π/4 × 4.044^2 ＝ 12.844 ｍ2

Ａ ＝ π/4 × 4.000^2 ＝ 12.566 ｍ2

覆工平面積 Ａ ＝ 5.16 × 5.16 ＝ 26.626 ｍ2

土工

1.一般土工 BH:0.45m3【施工済み】

×( - ) ＝ ｍ3 ｍ3

2.立坑掘削工 粘性土【施工済み】

Ｖ ＝ ×( + + )＝ ｍ3 ｍ3

砂質土・礫質土・玉石混土【施工済み】

Ｖ ＝ ×( + + + )

＝ ｍ3 ｍ3

3.埋戻し工

埋戻控除

NSφ700 π/4 × 0.733^2 × 4.000 ＝ 1.69 ｍ3

NSφ300 π/4 × 0.323^2 ×( 9.387 + 1.085 ) ＝ 0.86 ｍ3

控除分合計 ＝ 2.55 ｍ3

埋戻し土(購入土） 12.566 ×( 11.637 - 0.850 )+ = 145.13

26.626 ×( 0.850 - 0.490 )

控除 = 2.55

＝ 142.6 ｍ3

4.残土運搬工 【施工済み】

バックホウ積込 V ＝ ＝ ｍ3 ｍ3

クラムシェル積込 V ＝ ＝ ｍ3 ｍ3

5.残土処理工 【施工済み】

バックホウ積込 V ＝ ＝ ｍ3 ｍ3

クラムシェル積込 V ＝ ＝ ｍ3 ｍ3

数　量

立坑外径面積

立坑内径面積
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No.3到達立坑 土留工 その 2

種　別 算　　　　　　　　　　　　　　　式

立坑築造工 【施工済み】

1.圧入掘削 H=9.0m以下

 1-1.圧入掘削積込 粘性土 N≦5 ｍ

5<N≦30 + ｍ

砂質土 N≦30 + ｍ

30<N≦50 ｍ

N>50 ｍ

礫質土 N≦30 ｍ

30<N≦50 ｍ

N>50 ｍ

小計 ｍ

H=9.0mを超え15.0m以下

粘性土 N≦5 ｍ

5<N≦30 ｍ

砂質土 N≦30 ｍ

30<N≦50 ｍ

N>50 ｍ

礫質土 N≦30 ｍ

30<N≦50 ｍ

N>50 ｍ

小計 ｍ

圧入深 ｍ

【施工済み】

1-2.ケーシング組立工 先頭 L= ｍ 箇所

組立溶接（単位当り） × 4.0 m/箇所

中間 L= ｍ 箇所

組立溶接（単位当り） × 4.0 m/箇所

最終 L= ｍ 箇所

組立溶接（単位当り） × 4.0 m/箇所

【施工済み】

φ t= L1 =

 1-3.ｹｰｼﾝｸﾞ溶接 L ＝ × ＝ ｍ

（接続溶接） N ＝ ＝ 箇所

【施工済み】

 1-4.ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ L ＝ ＝ ｍ

 1-5.ｹｰｼﾝｸﾞ切断 L ＝ π × 4.000 ＋ 1.163 × 4 ＝ 17.22 ｍ

2.底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 水中コンクリート　30-18-20(25)BB【施工済み】

V ＝ ＾2 ×π/4 × 2.00 ＝ ｍ3

【施工済み】

3.圧入掘削設備 N ＝ ＝ 1 箇所

数　量
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No.3到達立坑 土留工 その 3

種　別 算　　　　　　　　　　　　　　　式

4.鋼製ケーシング φ 4.00 t= 22 mm

 4-1.ｹｰｼﾝｸﾞ長 先頭ｹｰｼﾝｸﾞ 本 L= m （22ｍｍ） ｍ

中間ｹｰｼﾝｸﾞ 本 L= m （22ｍｍ） ｍ

中間ｹｰｼﾝｸﾞ 本 L= m （22ｍｍ） ｍ

中間ｹｰｼﾝｸﾞ 本 L= m （22ｍｍ） ｍ

最終ｹｰｼﾝｸﾞ 本 L= m （22ｍｍ） ｍ

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ 本 L= m ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ全長 ｍ

内訳 ｹｰｼﾝｸﾞ　(t=22mm） m

ｹｰｼﾝｸﾞ　(t=25mm） m

ケーシング二分割接合部部材 （22ｍｍ） m

 4-2.ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 L ＝ m ＝ ｍ

 4-3.ｹｰｼﾝｸﾞ残置深 L ＝ － ＝ ｍ

 4-4.超硬チップ 超硬チップ ＝ 個

 4-5.底盤固定ﾘﾝｸﾞ 底盤固定リング ＝ 個

 4-6.スクラップ W1 ＝ 1.163 × 2207 kg/m ＝ 2567 kg

W2 ＝ π/4 ×( × 1 箇所 )× 172.7 kg/ｍ2

+ π/4 ×( × 1 箇所 )× 172.7

π/4 ×( × 1 箇所 )× 172.7 ＝ kg

合計 ＝ 2567 kg

4-7.鏡切工 L ＝ π ×( × + ×

【施工済み】 × ) ＝ m ｍ

5.土べら除去 N ＝ ＝ 箇所

【施工済み】

6.立坑水替え工 N ＝ ＝ 箇所

【施工済み】

7.泥水処理運搬工 V ＝ ＝ ｍ3

【施工済み】

8.舗装撤去工 【施工済み】

　As切断工 L = × ＝ m

　t=15cm以下

【施工済み】

　舗装取り壊し工 A = × ＝ ㎡

　t=15cm以下

【施工済み】

　ガラ処分工 V = × ＝ ｍ3

数　量
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No.3到達立坑 土留工 その 4

種　別 算　　　　　　　　　　　　　　　式

9.仮舗装工

　表層工

　密粒度As　t=5cm A = 5.16 × 5.16 ＝ 26.63 ㎡

　基層工

　粗粒度As　t=5cm A = 5.16 × 5.16 ＝ 26.63 ㎡

　安定処理工

　瀝青安定処理　t=9cm A = 5.16 × 5.16 ＝ 26.63 ㎡

　上層路盤工

　粒調砕石　t=15cm A = 5.16 × 5.16 ＝ 26.63 ㎡

　下層路盤工

　再生砕石　t=15cm A = 5.16 × 5.16 ＝ 26.63 ㎡

数　量
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名 　　称 種　別 計　　　　　　　　　算　　　　　　　　　式 数    量

No.5 到達立坑 (  鋼管  呼び径φ )

立 坑 深 ＝ 7.561 ｍ

ｹ-ｼﾝｸﾞ全長 ＝ 8.000 ｍ

先頭ｹ-ｼﾝｸﾞ 1 本 L= ｍ ＝ 2.000 ｍ

中間ｹ-ｼﾝｸﾞ 2 本 L= ｍ ＝ 4.000 ｍ

中間ｹ-ｼﾝｸﾞ 本 L= ｍ ＝ 0.000 ｍ

最終ｹ-ｼﾝｸﾞ 1 本 L= ｍ ＝ 2.000 ｍ

仮設ｹ-ｼﾝｸﾞ 本 L= ｍ ＝ 0.000 ｍ

撤 去 深 h ＝ － ＝ 1.439 ｍ

残 置 深 h ＝ － ＝ 6.561 ｍ

掘 削 深 (粘性土 N≦5) ＝ 0.000 ｍ

H=9.0ｍ以下 (粘性土 5<N≦30) ＝ 1.700 ｍ

(砂質土 N≦30) ＝ 0.000 ｍ

(砂質土 30<N≦50) ＝ 0.000 ｍ

(礫質土 N≦30) ＝ 3.230 ｍ

(礫質土 30＜N≦50) ＝ 4.070 ｍ

小計＝ 9.000 ｍ

掘 削 深 (粘性土 N≦5) ＝ 0.000 ｍ

9.0m<H≦15.0m (粘性土 5<N≦30) ＝ 0.000 ｍ

(砂質土 N≦30) ＝ 0.000 ｍ

(砂質土 30<N≦50) ＝ 0.000 ｍ

(礫質土 N≦30) ＝ 0.000 ｍ

(礫質土 30<N≦50) ＝ 0.031 ｍ

小計＝ 0.031 ｍ

掘 削 深 (粘性土 N≦5) ＝ 0.000 ｍ

15.0m<H≦20.0m (粘性土 5<N≦30) ＝ 0.000 ｍ

(砂質土 N≦30) ＝ 0.000 ｍ

(砂質土 30<N≦50) ＝ 0.000 ｍ

(礫質土 N≦30) ＝ 0.000 ｍ

(礫質土 30<N≦50) ＝ 0.000 ｍ

小計＝ 0.000 ｍ

合計＝ 9.031 ｍ

圧入深 掘削深 + ＝ 9.231 ｍ
日本推進技術協会　立坑編　表2-1

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ ＝ 1.20 m

1.500 0.061

8.000 1.439

2500

t=19mm

2.000

2.000

2.000

1.700

4.070

3.230

0.031

0.200
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名 　　称 種　別 計　　　　　　　　　算　　　　　　　　　式
日本推進技術協会　立坑編　表8-1

鋼管溶接工 × 3 ＝ 23.7 m

鋼管切断工 × ＋ × 4 ＝ 13.9 ｍ
日本推進技術協会　立坑編　表8-1

底版ｺﾝｸﾘ-ﾄ ＝ 7.40 m3
㎏/m

鋼管ｽｸﾗｯﾌﾟ工 × ＝ 1735 ㎏

㎏/m2

鏡切部ｽｸﾗｯﾌﾟ工 × × ＝ 241 ㎏
管外径+10cm

ｽｸﾗｯﾌﾟ合計 ＝ 1976 ㎏
日本推進技術協会　立坑編　表8-1

ｽﾗｲﾑ処分量 ＝ 1.9 m3

底版固定リング ＝ 個

専 用 蓋 (φ 用) 1 組

^2

土 工 事 掘　削 π/4 × × ＝ 47.58 m3

埋 戻 し

購入土

控除量

^2

NSφ700 × ×( + ) ＝ 1.001 m3

^2

仮復旧 × × ＝ 0.638 m3

＝ 1.639 m3

^2

× × － ＝ 35.48 m3

鋼製ケーシング

発生土処分 ＝ 47.58 m3

路 面 工

発進立坑部 舗装切断工 × ＝ 10.36 ｍ

(t≦15cm)

× ＝ 6.71 m2

(t≦10cm)

残塊処分工 × ＝ 0.20 m3

(As塊)

舗装仮復旧工 仮復旧面積 ＝ 6.71 m2

表層 再生密粒度ｱｽｺﾝ (t＝ 3 cm) ＝ 6.71 m2

上層路盤 粒調砕石 (t＝ 10 cm) ＝ 6.71 m2

数    量

7.9

π 2.590 1.439

覆工板設置工
(立坑築造時） 2500

1206 1.439

149.2 π/4 × 1.434^2 1箇所

控除分合計

π/4 0.733 4.871 2.50

2.590 9.031

π/4 2.50 7.561 1.639

掘削土量

π/4 2.500 0.130

2.590 4

舗装版破砕工
（直接積込） 2.590 2.590

6.71 0.03
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§.5　　路面覆工
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【No.3到達立坑】

到達立坑　路面覆工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

5.000 × 5.000 m2 25.00

H-350×350×12×19

Ｌ＝ 5.160 ｍ Ｗ＝ 135.00 kg/m Ｎ＝ 3 本

重量 5.160 × 0.135 × 3 ｔ 2.090

合計 ｔ 2.090

H-300×300×10×15

Ｌ＝ 5.160 ｍ Ｗ＝ 93.00 kg/m Ｎ＝ 2 本

重量 5.160 × 0.0930 × 2 ｔ 0.960

合計 ｔ 0.960

［-200×80×7.5×11

Ｌ＝ 5.160 ｍ Ｗ＝ 24.60 kg/m Ｎ＝ 2 本

重量 5.160 × 0.0246 × 2 ｔ 0.254

［-200×80×7.5×11

Ｌ＝ 5.000 ｍ Ｗ＝ 24.60 kg/m Ｎ＝ 2 本

重量 5.000 × 0.0246 × 2 ｔ 0.246

合計 ｔ 0.500

（撤去のみ）

覆工板

受　桁

桁　受

ずれ止め
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【No.4発進立坑】

発進立坑　路面覆工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

13.000 × 4.000 m2 52.00

H-458×417×30×50

Ｌ＝ 13.160 ｍ Ｗ＝ 415.00 kg/m Ｎ＝ 3 本

重量 13.160 × 0.415 × 3 ｔ 16.384

合計 ｔ 16.384

H-350×350×12×19

Ｌ＝ 4.160 ｍ Ｗ＝ 137.00 kg/m Ｎ＝ 2 本

重量 4.160 × 0.1370 × 2 ｔ 1.140

合計 ｔ 1.140

［-200×80×7.5×11

Ｌ＝ 12.160 ｍ Ｗ＝ 24.60 kg/m Ｎ＝ 2 本

重量 12.160 × 0.0246 × 2 ｔ 0.598

［-200×80×7.5×11

Ｌ＝ 4.000 ｍ Ｗ＝ 24.60 kg/m Ｎ＝ 2 本

重量 4.000 × 0.0246 × 2 ｔ 0.197

合計 ｔ 0.795

桁　受

ずれ止め

覆工板

受　桁
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§.6　　地盤改良工
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 【上流側（No.3到達立坑）】

二重管ストレーナ工法（複相式）

１．ボーリング長 種別 単位 数量

粘性土 ｍ 1.500   1.500

砂質土 ｍ 8.354   3.980+0.750+3.624

砂礫土 ｍ 2.600   2.600

合計 ｍ 12.454

注入面積＝ 4.40×4.00-π/8×4.00^2＝ 11.317 m2
２．注入量

土質 Ｎ値 注入面積 注入長 間隙率 注入率 一次注入材 二次注入材
注入率 注入量 注入率 注入量

ｍ2 ｍ α(％) (％) (％) ｋｌ (％) ｋｌ
ゆるい

～中位 0～4 70 28.0 28.0 0.0
中位

粘性土 ～締った 4～8 60 24.0 12.0 12.0

ゆるい
～中位 0～30 45 40.5 13.5 27.0

中位
砂質土 ～締った 30以上 11.317 4.100 35 31.5 7.0 3.248 24.5 11.368

ゆるい
～中位 0～50 40 36.0 14.4 21.6

中位
砂礫土 ～締った 50以上 35 31.5 12.6 18.9

合計 4.100 3.248 11.368

３．施工本数及び注入量

　　　　　施工本数　＝　総注入面積　÷　１本当り注入面積

　　　　　＝ 12 本

　　　　　１本当り注入量 一次注入 3.248 ÷ 12.0 ＝ 0.271 kl/本

二次注入 11.368 ÷ 12.0 ＝ 0.947 kl/本

地盤改良工　到達坑口部（1）
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４．施工歩掛

　４－１．　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　　（１）　機械準備時間（Ｔ1）

機械準備時間は、機械移動、機械据付及び注入後の器具洗浄時間であり14分とする。

　　（２）　削孔時間（Ｔ2）

    Ｔ2＝Σ（ｒ1×Ｌ0）

ｒ1　：　各土質毎の削孔の単位作業時間（min/ｍ） 土質 礫質土 砂質土 粘性土
ｒ1 8.0 5.0 4.0

Ｌ0　：　各土質毎の削孔長（ｍ）

∴　Ｔ2＝ 2.600 ×8.0 ＋ 8.354 × 5.0 ＋ 1.500 × 4.0

　　　　＝ 68.57 分

　　（３）　注入時間（Ｔ3）

　 Ｔ3 ＝ Ｑｓ/ｑｓ Ｑｓ　：　１本当り注入量　　　　　 1218 ｌ

　     ＝ 76.13 分 ｑｓ　：　単位時間当たり注入量　 16 ｌ／min

　　（４）　土被り引抜時間（Ｔ4） ｒ2　：　土被り引抜の単位作業時間　　　　　 2.0 min／ｍ

　　Ｔ4＝ ｒ2 × Ｌ2 Ｌ2　：　土被り長　　 8.354 ｍ

　　　 ＝ 16.71 分

　　（５）　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　Ｔｓ　＝　Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　　　　＝ 14.00 ＋ 68.57 ＋ 76.13 ＋ 16.71

　　　　＝ 175.41 分

　４－２．　１日当り施工本数（Ｎ） ※２セットとする

　　Ｎ ＝（60×Ｈ）／Ｔｓ×２

Ｈ　：　注入設備の１日当り実作業時間で6.3時間とする。

∴Ｎ＝（60×6.3）／ 175.41 ×２　＝ 4.3 （本）
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 【上流側（No.3到達立坑）】

二重管ストレーナ工法（複相式）

１．ボーリング長 種別 単位 数量

粘性土 ｍ 1.500   1.500

砂質土 ｍ 8.304   3.980+0.750+3.574

砂礫土 ｍ 2.600   2.600

合計 ｍ 12.404

注入面積＝ 4.400×7.600　＝ 33.440 m2
２．注入量

土質 Ｎ値 注入面積 注入長 間隙率 注入率 一次注入材 二次注入材
注入率 注入量 注入率 注入量

ｍ2 ｍ α(％) (％) (％) ｋｌ (％) ｋｌ
ゆるい

～中位 0～4 70 28.0 28.0 0.0
中位

粘性土 ～締った 4～8 60 24.0 12.0 12.0

ゆるい
～中位 0～30 45 40.5 13.5 27.0

中位
砂質土 ～締った 30以上 33.440 3.900 35 31.5 7.0 9.129 24.5 31.952

ゆるい
～中位 0～50 40 36.0 14.4 21.6

中位
砂礫土 ～締った 50以上 35 31.5 12.6 18.9

合計 3.900 9.129 31.952

３．施工本数及び注入量

　　　　　施工本数　＝　総注入面積　÷　１本当り注入面積

　　　　　＝ 34 本

　　　　　１本当り注入量 一次注入 9.129 ÷ 34.0 ＝ 0.269 kl/本

二次注入 31.952 ÷ 34.0 ＝ 0.940 kl/本

地盤改良工　到達坑口部（2）
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４．施工歩掛

　４－１．　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　　（１）　機械準備時間（Ｔ1）

機械準備時間は、機械移動、機械据付及び注入後の器具洗浄時間であり14分とする。

　　（２）　削孔時間（Ｔ2）

    Ｔ2＝Σ（ｒ1×Ｌ0）

ｒ1　：　各土質毎の削孔の単位作業時間（min/ｍ） 土質 礫質土 砂質土 粘性土
ｒ1 8.0 5.0 4.0

Ｌ0　：　各土質毎の削孔長（ｍ）

∴　Ｔ2＝ 2.600 ×8.0 ＋ 8.304 × 5.0 ＋ 1.500 × 4.0

　　　　＝ 68.32 分

　　（３）　注入時間（Ｔ3）

　 Ｔ3 ＝ Ｑｓ/ｑｓ Ｑｓ　：　１本当り注入量　　　　　 1209 ｌ

　     ＝ 75.56 分 ｑｓ　：　単位時間当たり注入量　 16 ｌ／min

　　（４）　土被り引抜時間（Ｔ4） ｒ2　：　土被り引抜の単位作業時間　　　　　 2.0 min／ｍ

　　Ｔ4＝ ｒ2 × Ｌ2 Ｌ2　：　土被り長　　 8.504 ｍ

　　　 ＝ 17.01 分

　　（５）　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　Ｔｓ　＝　Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　　　　＝ 14.00 ＋ 68.32 ＋ 75.56 ＋ 17.01

　　　　＝ 174.89 分

　４－２．　１日当り施工本数（Ｎ） ※２セットとする

　　Ｎ ＝（60×Ｈ）／Ｔｓ×２

Ｈ　：　注入設備の１日当り実作業時間で6.3時間とする。

∴Ｎ＝（60×6.3）／ 174.89 ×２　＝ 4.3 （本）
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 【上流側（No.4発進立坑）】

二重管ストレーナ工法（複相式）

１．ボーリング長 種別 単位 数量

粘性土 ｍ 3.450   3.450

砂質土 ｍ 5.409   4.310+1.099

砂礫土 ｍ 1.850   1.850

合計 ｍ 10.709

注入面積＝ 4.400×8.600　＝ 37.840 m2
２．注入量

土質 Ｎ値 注入面積 注入長 間隙率 注入率 一次注入材 二次注入材
注入率 注入量 注入率 注入量

ｍ2 ｍ α(％) (％) (％) ｋｌ (％) ｋｌ
ゆるい

～中位 0～4 70 28.0 28.0 0.0
中位

粘性土 ～締った 4～8 60 24.0 12.0 12.0

ゆるい
～中位 0～30 45 40.5 13.5 27.0

中位
砂質土 ～締った 30以上 37.84 1.099 35 31.5 7.0 2.911 24.5 10.189

ゆるい
～中位 0～50 40 36.0 14.4 21.6

中位
砂礫土 ～締った 50以上 35 31.5 12.6 18.9

合計 1.099 2.911 10.189

３．施工本数及び注入量

　　　　　施工本数　＝　総注入面積　÷　１本当り注入面積

　　　　　＝ 38 本

　　　　　１本当り注入量 一次注入 2.911 ÷ 38.0 ＝ 0.077 kl/本

二次注入 10.189 ÷ 38.0 ＝ 0.268 kl/本

地盤改良工　発進坑口部（1）
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４．施工歩掛

　４－１．　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　　（１）　機械準備時間（Ｔ1）

機械準備時間は、機械移動、機械据付及び注入後の器具洗浄時間であり14分とする。

　　（２）　削孔時間（Ｔ2）

    Ｔ2＝Σ（ｒ1×Ｌ0）

ｒ1　：　各土質毎の削孔の単位作業時間（min/ｍ） 土質 礫質土 砂質土 粘性土
ｒ1 8.0 5.0 4.0

Ｌ0　：　各土質毎の削孔長（ｍ）

∴　Ｔ2＝ 1.850 ×8.0 ＋ 5.409 × 5.0 ＋ 3.450 × 4.0

　　　　＝ 55.65 分

　　（３）　注入時間（Ｔ3）

　 Ｔ3 ＝ Ｑｓ/ｑｓ Ｑｓ　：　１本当り注入量　　　　　 345 ｌ

　     ＝ 21.56 分 ｑｓ　：　単位時間当たり注入量　 16 ｌ／min

　　（４）　土被り引抜時間（Ｔ4） ｒ2　：　土被り引抜の単位作業時間　　　　　 2.0 min／ｍ

　　Ｔ4＝ ｒ2 × Ｌ2 Ｌ2　：　土被り長　　 9.610 ｍ

　　　 ＝ 19.22 分

　　（５）　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　Ｔｓ　＝　Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　　　　＝ 14.00 ＋ 55.65 ＋ 21.56 ＋ 19.22

　　　　＝ 110.43 分

　４－２．　１日当り施工本数（Ｎ） ※２セットとする

　　Ｎ ＝（60×Ｈ）／Ｔｓ×２

Ｈ　：　注入設備の１日当り実作業時間で6.3時間とする。

∴Ｎ＝（60×6.3）／ 110.43 ×２　＝ 6.8 （本）
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 【下流側（No.4発進立坑）】

二重管ストレーナ工法（複相式）

１．ボーリング長 種別 単位 数量

粘性土 ｍ 3.450   3.450

砂質土 ｍ 5.409   4.310+1.099

砂礫土 ｍ 1.850   1.850

合計 ｍ 10.709

注入面積＝ 4.400×8.600　＝ 37.840 m2
２．注入量

土質 Ｎ値 注入面積 注入長 間隙率 注入率 一次注入材 二次注入材
注入率 注入量 注入率 注入量

ｍ2 ｍ α(％) (％) (％) ｋｌ (％) ｋｌ
ゆるい

～中位 0～4 70 28.0 28.0 0.0
中位

粘性土 ～締った 4～8 60 24.0 12.0 12.0

ゆるい
～中位 0～30 45 40.5 13.5 27.0

中位
砂質土 ～締った 30以上 37.84 1.099 35 31.5 7.0 2.911 24.5 10.189

ゆるい
～中位 0～50 40 36.0 14.4 21.6

中位
砂礫土 ～締った 50以上 35 31.5 12.6 18.9

合計 1.099 2.911 10.189

３．施工本数及び注入量

　　　　　施工本数　＝　総注入面積　÷　１本当り注入面積

　　　　　＝ 38 本

　　　　　１本当り注入量 一次注入 2.911 ÷ 38.0 ＝ 0.077 kl/本

二次注入 10.189 ÷ 38.0 ＝ 0.268 kl/本

地盤改良工　発進坑口部（2）
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４．施工歩掛

　４－１．　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　　（１）　機械準備時間（Ｔ1）

機械準備時間は、機械移動、機械据付及び注入後の器具洗浄時間であり14分とする。

　　（２）　削孔時間（Ｔ2）

    Ｔ2＝Σ（ｒ1×Ｌ0）

ｒ1　：　各土質毎の削孔の単位作業時間（min/ｍ） 土質 礫質土 砂質土 粘性土
ｒ1 8.0 5.0 4.0

Ｌ0　：　各土質毎の削孔長（ｍ）

∴　Ｔ2＝ 1.850 ×8.0 ＋ 5.409 × 5.0 ＋ 3.450 × 4.0

　　　　＝ 55.65 分

　　（３）　注入時間（Ｔ3）

　 Ｔ3 ＝ Ｑｓ/ｑｓ Ｑｓ　：　１本当り注入量　　　　　 345 ｌ

　     ＝ 21.56 分 ｑｓ　：　単位時間当たり注入量　 16 ｌ／min

　　（４）　土被り引抜時間（Ｔ4） ｒ2　：　土被り引抜の単位作業時間　　　　　 2.0 min／ｍ

　　Ｔ4＝ ｒ2 × Ｌ2 Ｌ2　：　土被り長　　 9.610 ｍ

　　　 ＝ 19.22 分

　　（５）　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　Ｔｓ　＝　Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　　　　＝ 14.00 ＋ 55.65 ＋ 21.56 ＋ 19.22

　　　　＝ 110.43 分

　４－２．　１日当り施工本数（Ｎ） ※２セットとする

　　Ｎ ＝（60×Ｈ）／Ｔｓ×２

Ｈ　：　注入設備の１日当り実作業時間で6.3時間とする。

∴Ｎ＝（60×6.3）／ 110.43 ×２　＝ 6.8 （本）
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 【No.4発進立坑】

二重管ストレーナ工法（複相式）

１．ボーリング長 種別 単位 数量

粘性土 ｍ 5.450   3.450+2.000

砂質土 ｍ 9.410   4.310+3.250+1.850

砂礫土 ｍ 2.922   1.850+1.072

合計 ｍ 17.782

注入面積＝ 7.200×12.000　＝ 86.400 m2
２．注入量

土質 Ｎ値 注入面積 注入長 間隙率 注入率 一次注入材 二次注入材
注入率 注入量 注入率 注入量

ｍ2 ｍ α(％) (％) (％) ｋｌ (％) ｋｌ
ゆるい

～中位 0～4 70 28.0 28.0 0.0
中位

粘性土 ～締った 4～8 60 24.0 12.0 12.0

ゆるい
～中位 0～30 45 40.5 13.5 27.0

中位
砂質土 ～締った 30以上 86.400 4.078 35 31.5 7.0 24.664 24.5 86.323

ゆるい
～中位 0～50 40 36.0 14.4 21.6

中位
砂礫土 ～締った 50以上 86.400 1.072 35 31.5 12.6 11.670 18.9 17.505

合計 5.150 36.334 103.828

３．施工本数及び注入量

　　　　　施工本数　＝　総注入面積　÷　１本当り注入面積

　　　　　＝ 87 本

　　　　　１本当り注入量 一次注入 36.334 ÷ 87.0 ＝ 0.418 kl/本

二次注入 103.828 ÷ 87.0 ＝ 1.193 kl/本

地盤改良工　発進立坑底部
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４．施工歩掛

　４－１．　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　　（１）　機械準備時間（Ｔ1）

機械準備時間は、機械移動、機械据付及び注入後の器具洗浄時間であり14分とする。

　　（２）　削孔時間（Ｔ2）

    Ｔ2＝Σ（ｒ1×Ｌ0）

ｒ1　：　各土質毎の削孔の単位作業時間（min/ｍ） 土質 礫質土 砂質土 粘性土
ｒ1 8.0 5.0 4.0

Ｌ0　：　各土質毎の削孔長（ｍ）

∴　Ｔ2＝ 2.922 ×8.0 ＋ 9.410 × 5.0 ＋ 5.450 × 4.0

　　　　＝ 92.23 分

　　（３）　注入時間（Ｔ3）

　 Ｔ3 ＝ Ｑｓ/ｑｓ Ｑｓ　：　１本当り注入量　　　　　 1611 ｌ

　     ＝ 100.69 分 ｑｓ　：　単位時間当たり注入量　 16 ｌ／min

　　（４）　土被り引抜時間（Ｔ4） ｒ2　：　土被り引抜の単位作業時間　　　　　 2.0 min／ｍ

　　Ｔ4＝ ｒ2 × Ｌ2 Ｌ2　：　土被り長　　 12.632 ｍ

　　　 ＝ 25.26 分

　　（５）　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　Ｔｓ　＝　Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　　　　＝ 14.00 ＋ 92.23 ＋ 100.69 ＋ 25.26

　　　　＝ 232.18 分

　４－２．　１日当り施工本数（Ｎ） ※２セットとする

　　Ｎ ＝（60×Ｈ）／Ｔｓ×２

Ｈ　：　注入設備の１日当り実作業時間で6.3時間とする。

∴Ｎ＝（60×6.3）／ 232.18 ×２　＝ 3.3 （本）
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 【上流側（No.5到達立坑）】

二重管ストレーナ工法（複相式）

１．ボーリング長 種別 単位 数量

粘性土 ｍ 1.700   1.700

砂質土 ｍ 0.000

砂礫土 ｍ 6.628   3.260+3.368

合計 ｍ 8.328

注入面積＝ 45.286 m2
２．注入量

土質 Ｎ値 注入面積 注入長 間隙率 注入率 一次注入材 二次注入材
注入率 注入量 注入率 注入量

ｍ2 ｍ α(％) (％) (％) ｋｌ (％) ｋｌ
ゆるい

～中位 0～4 70 28.0 28.0 0.0
中位

粘性土 ～締った 4～8 60 24.0 12.0 12.0

ゆるい
～中位 0～30 45 40.5 13.5 27.0

中位
砂質土 ～締った 30以上 35 31.5 7.0 24.5

ゆるい
～中位 0～50 45.286 3.368 40 36.0 14.4 21.963 21.6 32.945

中位
砂礫土 ～締った 50以上 35 31.5 12.6 18.9

合計 3.368 21.963 32.945

３．施工本数及び注入量

　　　　　施工本数　＝　総注入面積　÷　１本当り注入面積

　　　　　＝ 46 本

　　　　　１本当り注入量 一次注入 21.963 ÷ 46.0 ＝ 0.477 kl/本

二次注入 32.945 ÷ 46.0 ＝ 0.716 kl/本

地盤改良工　到達坑口部（1）

4.40×10.85-π/8×2.50^2＝

83



４．施工歩掛

　４－１．　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　　（１）　機械準備時間（Ｔ1）

機械準備時間は、機械移動、機械据付及び注入後の器具洗浄時間であり14分とする。

　　（２）　削孔時間（Ｔ2）

    Ｔ2＝Σ（ｒ1×Ｌ0）

ｒ1　：　各土質毎の削孔の単位作業時間（min/ｍ） 土質 礫質土 砂質土 粘性土
ｒ1 8.0 5.0 4.0

Ｌ0　：　各土質毎の削孔長（ｍ）

∴　Ｔ2＝ 6.628 ×8.0 ＋ 0.000 × 5.0 ＋ 1.700 × 4.0

　　　　＝ 59.82 分

　　（３）　注入時間（Ｔ3）

　 Ｔ3 ＝ Ｑｓ/ｑｓ Ｑｓ　：　１本当り注入量　　　　　 1193 ｌ

　     ＝ 74.56 分 ｑｓ　：　単位時間当たり注入量　 16 ｌ／min

　　（４）　土被り引抜時間（Ｔ4） ｒ2　：　土被り引抜の単位作業時間　　　　　 2.0 min／ｍ

　　Ｔ4＝ ｒ2 × Ｌ2 Ｌ2　：　土被り長　　 4.960 ｍ

　　　 ＝ 9.92 分

　　（５）　１本当り施工時間（Ｔｓ）

　Ｔｓ　＝　Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　　　　＝ 14.00 ＋ 59.82 ＋ 74.56 ＋ 9.92

　　　　＝ 158.30 分

　４－２．　１日当り施工本数（Ｎ） ※２セットとする

　　Ｎ ＝（60×Ｈ）／Ｔｓ×２

Ｈ　：　注入設備の１日当り実作業時間で6.3時間とする。

∴Ｎ＝（60×6.3）／ 158.30 ×２　＝ 4.8 （本）
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§.7　　No.3到達立坑部（上流） 配管工
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No.3到達立坑部　配管材料

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

No.3到達立坑部

甲切管 乙切管

2.657 ＋ 1.000 ＝ 3.657 1 本

甲切管 乙切管

1.820 ＋ 4.180 ＝ 6.000 1 本

甲切管 乙切管

1.298 ＋ 2.068 ＝ 3.366 1 本

甲切管

5.000 ＝ 5.000 1 本

合計 ＝ 4 本 本 4

DCIP-NS φ300

切管調書

直管
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No.3到達立坑　配管工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

DCIP-PN φ700 ｍ 4.00

DCIP-NS φ300 0.465 ＋ 9.387 ＋ 17.209 ＋ 1.650 ＋ 2.255 ｍ 30.97

DCIP-PN φ700 口 4

排水管

DCIP-NS φ300（異形管を除く） 口 6

排水管

DCIP-NS φ300（異形管） 口 10

DCIP-NS φ300 口 8

DCIP-PN φ700 ｍ 4.00

DCIP-NS φ300 ｍ 30.97

DCIP-NS φ300 口 6

DCIP-NS φ300 口 1

φ300 口 2

鋳鉄製仕切弁 φ300 基 1

鋳鉄管布設工

NS形継手工

NS形継手挿口加工

フランジ継手工

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆

鋳鉄管切断・溝切

鋳鉄管切断のみ
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No.3到達立坑部　配管工（防護コンクリート）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

到達立坑部

4.000 ^2 × π/4  × 1.550 － 0.733 ^2 × π/4  × 4.000 m3 17.79

DCIP-NS φ700

防護コンクリート
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No.3到達立坑部　管路土工（φ300 排水管）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

国道車道部

施工延長 1.485 ＋ 6.893 ＋ 15.845 ＝ 24.223

国道歩道部

5.330 ＝ 5.330

合計

24.223 ＋ 5.330 ＝ 29.553 ＝ 29.55 m

掘削幅 0.900 m

土被り 1.200 m

掘削深 1.200 ＋ 0.323 ＝ 1.523 m

会所堀高 0.300 m 会所堀長 0.500 m 会所堀数 12 箇所

As≦15cm 29.55 × 2 ｍ 59.10

As≦10cm 29.550 × 0.900 m2 26.60

As ( 24.22 × 0.100 + 5.33 × 0.030 )× 0.900 m3 2.32

0.900 × 1.523 × 29.55 - 2.32 m3 38.18

m3 38.18

0.900 ×( 1.523 － 0.490 )× 24.22 + 0.900 ×( 1.523 － 0.130

)× 5.330 － 0.323 ^2　×　π/4　× 29.55 m3 26.78

0.900 × 0.300 × 0.500 × 12 m3 1.62

m3 1.62

m3 1.62

国道歩道

密粒As 3cm 0.900 × 5.330 m2 4.80

国道車道

密粒As 5cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

国道車道

粗粒As 5cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

国道車道

瀝青安定処理 9cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

国道歩道

粒調砕石 10cm 0.900 × 5.330 m2 4.80

国道車道

粒調砕石 15cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

国道車道

再生砕石 15cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

H=2.0m ｍ 29.55

1段 ｍ 29.55

掘　削

計算条件

土工

舗装切断

舗装取壊

残塊処分

残土処分

埋　戻

会所堀

残土処分

埋　戻

仮復旧工

表層工

土留工

軽量鋼矢板

軽量金属支保

基層工

瀝青安定処理

上層路盤工

下層路盤工
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No.3到達立坑部　弁室

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

材料は集計表に記載

1.200 ^2　×　π/4　× 0.620 － 0.323 ^2　×　π/4　× 1.200 m3 0.60

1.550 × 1.550 m2 2.40

組立2号人孔

コンクリート

φ300 弁室

φ300 弁室

基礎砕石
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§.7　　No.3到達立坑部（上流） 配管工
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No.3到達立坑部　配管材料

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

No.3到達立坑部

甲切管 乙切管

2.657 ＋ 1.000 ＝ 3.657 1 本

甲切管 乙切管

1.820 ＋ 4.180 ＝ 6.000 1 本

甲切管 乙切管

1.298 ＋ 2.068 ＝ 3.366 1 本

甲切管 乙切管

4.845 ＋ 1.000 ＝ 5.845 1 本

甲切管

5.000 ＝ 5.000 1 本

合計 ＝ 5 本 本 5

DCIP-NS φ300

切管調書

直管
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No.3到達立坑　配管工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

DCIP-PN φ700 ｍ 4.00

DCIP-NS φ300 0.465 ＋ 9.387 ＋ 17.209 ＋ 1.650 ＋ 2.255 ｍ 30.97

DCIP-PN φ700 口 4

排水管

DCIP-NS φ300（異形管を除く） 口 6

排水管

DCIP-NS φ300（異形管） 口 12

DCIP-NS φ300 口 8

DCIP-PN φ700 ｍ 4.00

DCIP-NS φ300 ｍ 30.97

DCIP-NS φ300 口 7

DCIP-NS φ300 口 1

φ300 口 2

φ100 口 2

鋳鉄製仕切弁 φ300 基 1

φ100（補修弁） 基 1

φ100 基 1空気弁設置

鋳鉄管切断・溝切

鋳鉄管切断のみ

フランジ継手工

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆

NS形継手工

NS形継手挿口加工

鋳鉄管布設工
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No.3到達立坑部　配管工（防護コンクリート）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

到達立坑部

4.000 ^2 × π/4  × 1.550 － 0.733 ^2 × π/4  × 4.000 m3 17.79

DCIP-NS φ700

防護コンクリート
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No.3到達立坑部　管路土工（φ300 排水管）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

国道車道部

施工延長 1.485 ＋ 6.893 ＋ 15.845 ＝ 24.223

国道歩道部

5.330 ＝ 5.330

合計

24.223 ＋ 5.330 ＝ 29.553 ＝ 29.55 m

掘削幅 0.900 m

土被り 1.200 m

掘削深 1.200 ＋ 0.323 ＝ 1.523 m

会所堀高 0.300 m 会所堀長 0.500 m 会所堀数 12 箇所

As≦15cm 29.55 × 2 ｍ 59.10

As≦10cm 29.550 × 0.900 m2 26.60

As ( 24.22 × 0.100 + 5.33 × 0.030 )× 0.900 m3 2.32

0.900 × 1.523 × 29.55 - 2.32 m3 38.18

m3 38.18

0.900 ×( 1.523 － 0.490 )× 24.22 + 0.900 ×( 1.523 － 0.130

)× 5.330 － 0.323 ^2　×　π/4　× 29.55 m3 26.78

0.900 × 0.300 × 0.500 × 12 m3 1.62

m3 1.62

m3 1.62

国道歩道

密粒As 3cm 0.900 × 5.330 m2 4.80

国道車道

密粒As 5cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

国道車道

粗粒As 5cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

国道車道

瀝青安定処理 9cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

国道歩道

粒調砕石 10cm 0.900 × 5.330 m2 4.80

国道車道

粒調砕石 15cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

国道車道

再生砕石 15cm 0.900 × 24.223 m2 21.80

H=2.0m ｍ 29.55

1段 ｍ 29.55

土留工

軽量鋼矢板

軽量金属支保

基層工

瀝青安定処理

上層路盤工

下層路盤工

残土処分

埋　戻

会所堀

残土処分

埋　戻

仮復旧工

表層工

掘　削

計算条件

土工

舗装切断

舗装取壊

残塊処分
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No.3到達立坑部　弁室

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

材料は集計表に記載

1.200 ^2　×　π/4　× 0.620 － 0.323 ^2　×　π/4　× 1.200 m3 0.60

1.200 ^2　×　π/4　× 0.600 － 0.323 ^2　×　π/4　× 1.200 m3 0.58

1.550 × 1.550 m2 2.40

1.550 × 1.550 m2 2.40

φ300 弁室

φ100 空気弁室

基礎砕石

組立2号人孔

コンクリート

φ300 弁室

φ100 空気弁室
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§.9　　No.5到達立坑部（下流） 配管工
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No.5到達立坑部　配管材料

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

到達立坑部

甲切管 乙切管

2.461 ＋ 1.328 ＝ 3.789 1 本

合計 ＝ 1 本 本 1

到達立坑部　香芝第一ブランチ

甲切管 乙切管 乙切管

2.455 ＋ 1.700 ＋ 1.010 ＝ 5.165 1 本

甲切管 乙切管 乙切管

3.317 ＋ 1.010 ＋ 1.010 ＝ 5.337 1 本

甲切管 乙切管 乙切管

1.638 ＋ 1.500 ＋ 2.000 ＝ 5.138 1 本

甲切管

5.675 ＝ 5.675 1 本

合計 ＝ 4 本 本 4

到達立坑部　排水管

甲切管

1.660 ＝ 1.660 1 本

甲切管

3.578 ＝ 3.578 1 本

甲切管 乙切管

1.142 ＋ 3.954 ＝ 5.096 1 本

甲切管

1.237 ＝ 1.237 1 本

合計 ＝ 4 本 本 4

到達立坑部　排水管

甲切管

2.796 ＝ 2.796 1 本

甲切管

1.448 ＝ 1.448 1 本

甲切管 乙切管

0.926 ＋ 1.000 ＝ 1.926 1 本

甲切管 乙切管

0.840 ＋ 1.809 ＝ 2.649 1 本

甲切管

2.682 ＝ 2.682 1 本

合計 ＝ 5 本 本 5

DCIP-NS φ200

切管調書

直管

直管

DCIP-NS φ500

切管調書

直管

DCIP-NS φ300

切管調書

DCIP-NS φ700

切管調書

直管
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No.5到達立坑　配管工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

DCIP-NS φ700 0.760 ＋ 4.111 ＋ 1.982 ＋ 2.710 ＋ 4.353 ｍ 13.92

香芝第一ブランチ

DCIP-NS φ500 6.533 ＋ 86.087 ＋ 2.080 ＋ 4.115 ＋ 1.360

＋ 1.945 ｍ 102.12

排水管

DCIP-NS φ300 3.681 ＋ 4.353 ＋ 1.872 ＋ 23.879 ｍ 33.79

排水管

DCIP-NS φ200 4.676 ＋ 2.098 ＋ 1.475 ＋ 1.213 ＋ 4.582

＋ 2.009 ｍ 16.05

DCIP-NS φ700 口 10

香芝第一ブランチ

DCIP-NS φ500 口 39

排水管

DCIP-NS φ300（異形管を除く） 口 7

排水管

DCIP-NS φ300（異形管） 口 7

排水管

DCIP-NS φ200（異形管を除く） 口 5

排水管

DCIP-NS φ200（継ぎ輪以外の異形管） 口 7

排水管

DCIP-NS φ200（継ぎ輪） 口 2

DCIP-NS φ700 口 2

香芝第一ブランチ

DCIP-NS φ500 口 13

排水管

DCIP-NS φ300 口 4

排水管

DCIP-NS φ200 口 6

DCIP-NS φ700 ｍ 13.92

香芝第一ブランチ

DCIP-NS φ500 ｍ 102.12

排水管

DCIP-NS φ300 ｍ 33.79

排水管

DCIP-NS φ200 ｍ 16.05

φ500－φ500 箇所 1

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆

不断水連絡工

鋳鉄管布設工

NS形継手工

NS形継手挿口加工
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No.5到達立坑　配管工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

DCIP-NS φ700 口 2

香芝第一ブランチ

DCIP-NS φ500 口 13

排水管

DCIP-NS φ300 口 4

排水管

DCIP-NS φ200 口 6

排水管

DCIP-NS φ300 口 1

排水管

DCIP-NS φ200 口 1

φ700 口 2

φ500 口 4

φ300 口 2

φ200 口 2

φ100 口 2

φ500 基 1

φ500 基 1

φ700 基 1

φ500 基 1

鋳鉄製仕切弁 φ300 基 1

φ200 基 1

φ100（補修弁） 基 1

φ100 基 1

鋳鉄管切断・溝切

フランジ継手工

鋳鉄管切断のみ

空気弁設置

ストッパー設置

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁設置

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁設置
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No.5到達立坑部　配管工（防護コンクリート）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

到達立坑部

2.500 ^2 × π/4  × 1.550 － 0.733 ^2 × π/4  × 2.500 m3 6.55

DCIP-NS φ700

防護コンクリート
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No.5到達立坑部　管路土工（φ700）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

国道歩道部

施工延長 1.982 ＋ 2.710 + 1.853 ＝ 6.545 ＝ 6.55 m

掘削幅 1.500 m

土被り 2.200 m

掘削深 2.200 ＋ 0.733 ＝ 2.933 m

会所堀高 0.600 m 会所堀長 0.800 m 会所堀数 5 箇所

As≦15cm 6.55 × 2 ｍ 13.10

As≦10cm 6.550 × 1.500 m2 9.83

As 9.83 × 0.030 m3 0.29

1.500 × 2.933 × 6.55 - 0.29 m3 28.53

m3 28.53

1.500 ×( 2.933 － 0.130 )× 6.55 － 0.733 ^2　×　π/4　× 6.55 m3 24.78

1.500 × 0.600 × 0.800 × 5 m3 3.60

m3 3.60

m3 3.60

国道歩道

密粒As 3cm 1.500 × 6.550 m2 9.83

国道歩道

粒調砕石 10cm 1.500 × 6.550 m2 9.83

H=3.5m ｍ 6.55

2段 ｍ 6.55

表層工

埋　戻

会所堀

残土処分

土工

舗装切断

舗装取壊

残塊処分

掘　削

残土処分

埋　戻

仮復旧工

軽量鋼矢板

軽量金属支保

計算条件

上層路盤工

土留工
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No.5到達立坑部　管路土工（φ500）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

国道車道部

施工延長 4.533 ＋ 86.087 ＋ 2.080

＋ 4.115 ＋ 1.360 ＋ 1.945 ＝ 100.120

国道歩道部

2.000 ＝ 2.000

合計

100.120 ＋ 2.000 ＝ 102.120 ＝ 102.12 m

掘削幅 1.100 m

土被り 1.700 m （平均）

掘削深 1.700 ＋ 0.528 ＝ 2.228 m

会所堀高 0.600 m 会所堀長 0.800 m 会所堀数 38 箇所

As≦15cm 102.12 × 2 ｍ 204.24

As≦10cm 102.120 × 1.100 m2 112.33

As ( 100.12 × 0.100 + 2.00 × 0.030 )× 1.100 m3 11.08

1.100 × 2.228 × 102.12 - 11.08 m3 239.20

m3 239.20

1.100 ×( 2.228 － 0.490 )× 100.12 + 1.100 ×( 2.228 － 0.130

)× 2.000 － 0.528 ^2　×　π/4　× 102.12 m3 173.67

1.100 × 0.600 × 0.800 × 38 m3 20.06

m3 20.06

m3 20.06

国道歩道

密粒As 3cm 1.100 × 2.000 m2 2.20

国道車道

密粒As 5cm 1.100 × 100.120 m2 110.13

国道車道

粗粒As 5cm 1.100 × 100.120 m2 110.13

国道車道

瀝青安定処理 9cm 1.100 × 100.120 m2 110.13

国道歩道

粒調砕石 10cm 1.100 × 2.000 m2 2.20

国道車道

粒調砕石 15cm 1.100 × 100.120 m2 110.13

国道車道

再生砕石 15cm 1.100 × 100.120 m2 110.13

H=2.5m ｍ 102.12

2段 ｍ 102.12

下層路盤工

土留工

軽量鋼矢板

軽量金属支保

瀝青安定処理

上層路盤工

残土処分

埋　戻

仮復旧工

表層工

残塊処分

掘　削

残土処分

埋　戻

会所堀

計算条件

基層工

土工

舗装切断

舗装取壊
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No.5到達立坑部　管路土工（φ300 排水管）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

歩道部

施工延長 3.681 ＋ 4.353 ＋ 1.872

＋ 23.879 - 8.370 ＝ 42.155

歩道乗入部

8.370 ＝ 8.370

合計

42.155 ＋ 8.370 ＝ 50.525 ＝ 50.53 m

掘削幅 0.900 m

土被り 1.600 m （平均）

掘削深 1.600 ＋ 0.323 ＝ 1.923 m

会所堀高 0.300 m 会所堀長 0.500 m 会所堀数 14 箇所

As≦15cm 50.53 × 2 ｍ 101.06

As≦10cm 50.530 × 0.900 m2 45.48

As ( 42.16 × 0.030 + 8.37 × 0.050 )× 0.900 m3 1.51

0.900 × 1.923 × 50.53 - 1.51 m3 85.94

m3 85.94

0.900 ×( 1.923 － 0.130 )× 42.16 + 0.900 ×( 1.923 － 0.250

)× 8.370 － 0.323 ^2　×　π/4　× 50.53 m3 76.49

0.900 × 0.300 × 0.500 × 14 m3 1.89

m3 1.89

m3 1.89

歩道

密粒As 3cm 0.900 × 42.155 m2 37.94

歩道乗入

密粒As 5cm 0.900 × 8.370 m2 7.53

歩道

粒調砕石 10cm 0.900 × 42.155 m2 37.94

歩道乗入

粒調砕石 20cm 0.900 × 8.370 m2 7.53

H=2.5m ｍ 50.53

1段 ｍ 50.53

土留工

軽量鋼矢板

軽量金属支保

上層路盤工

仮復旧工

表層工

残土処分

埋　戻

会所堀

残土処分

埋　戻

土工

舗装切断

舗装取壊

残塊処分

掘　削

計算条件
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No.5到達立坑部　管路土工（φ200 排水管）

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

市道部
施工延長 2.009 ＋ 3.520 ＝ 5.529

国道歩道部
1.062 ＋ 1.213 ＋ 1.475 ＋ 2.850 ＝ 6.600

国道車道部
1.826 ＝ 1.826

合計
5.529 ＋ 6.600 ＋ 1.826 ＝ 13.955 ＝ 13.96 m

掘削幅 0.900 m

土被り 1.700 m

掘削深 1.700 ＋ 0.220 ＝ 1.920 m

会所堀高 0.300 m 会所堀長 0.500 m 会所堀数 9 箇所

As≦15cm 13.96 × 2 ｍ 27.92

As≦10cm 13.960 × 0.900 m2 12.56

As ( 5.53 × 0.070 + 6.60 × 0.030 + 1.83 × 0.100

)× 0.900 m3 0.69

0.900 × 1.920 × 13.96 - 0.69 m3 23.43

m3 23.43

0.900 ×( 1.920 － 0.520 )× 5.53 + 0.900 ×( 1.920 － 0.130

)× 6.600 + 0.900 ×( 1.920 － 0.490 )× 1.83 － 0.220 ^2　×　π/4

× 13.96 m3 19.42

0.900 × 0.300 × 0.500 × 9 m3 1.22

m3 1.22

m3 1.22

国道歩道
密粒As 3cm 0.900 × 6.600 m2 5.94

国道車道
密粒As 5cm 0.900 × 5.529 m2 4.98

市道
密粒As 7cm 0.900 × 1.826 m2 1.64

国道車道
粗粒As 5cm 0.900 × 5.529 m2 4.98

国道車道
瀝青安定処理 9cm 0.900 × 5.529 m2 4.98

国道歩道
粒調砕石 10cm 0.900 × 6.600 m2 5.94

国道車道
粒調砕石 15cm 0.900 × 5.529 m2 4.98

市道
粒調砕石 20cm 0.900 × 1.826 m2 1.64

国道車道
再生砕石 15cm 0.900 × 5.529 m2 4.98

市道
再生砕石 25cm 0.900 × 1.826 m2 1.64

H=2.5m ｍ 13.96

1段 ｍ 13.96

土留工

軽量鋼矢板

軽量金属支保

下層路盤工

舗装取壊

残塊処分

掘　削

会所堀

残土処分

埋　戻

土工

舗装切断

計算条件

基層工

瀝青安定処理

上層路盤工

仮復旧工

表層工

残土処分

埋　戻

105



到達立坑部　弁室

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

材料は集計表に記載

1.800 × 1.800 × 1.560 － 0.733 ^2　×　π/4　× 1.800 m3 4.29

1.200 ^2　×　π/4　× 0.860 － 0.528 ^2　×　π/4　× 1.200 m3 0.71

1.200 ^2　×　π/4　× 0.620 － 0.323 ^2　×　π/4　× 1.200 m3 0.60

1.200 ^2　×　π/4　× 0.620 － 0.220 ^2　×　π/4　× 1.200 m3 0.66

1.200 ^2　×　π/4　× 0.860 － 0.528 ^2　×　π/4　× 1.200 m3 0.71

1.800 × 1.560 × 4 － 0.733 ^2　×　π/4　× 2 m2 10.39

1.550 × 1.550 m2 2.40

1.550 × 1.550 m2 2.40

1.550 × 1.550 m2 2.40

1.550 × 1.550 m2 2.40

φ700 弁室

φ100 空気弁室

φ300 弁室

φ200 弁室

基礎砕石

φ500 弁室

φ500 弁室

φ300 弁室

φ200 弁室

型　枠

組立2号人孔

コンクリート

φ700 弁室

φ100 空気弁室
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§.10　　付帯工（No.4発進立坑）
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発進基地整備工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

表土すきとり 面積 900.00 m2

高さ 0.50 m

土量 900.00 × 0.50 m3 450.00

土木安定シート m2 900.00

面積 800.00 m2

高さ 1.00 m

土量 0.50 ×( 800.00 + 900.00 )×( 1.00 - 0.27 ) m3 620.50

m3 620.50

表層工 t=7cm m2 800.00

路盤工 t=20cm m2 800.00

舗装取壊 As≦10cm m2 800.00

残塊処分 800.00 × 0.07 m3 56.00

m3 620.50

m3 620.50

防音ハウス

設置・撤去 基 1

整　地

盛　土　工

仮舗装工

仮舗装撤去

残土処分

盛土撤去
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擁壁撤去・復旧工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

（ 0.300 ＋ 0.735 )× 1/2 × 1.500 × 12.00 m3 9.32

m3 9.32

重力式擁壁 コンクリート m3 9.32

基礎砕石　t=15cm 0.835 × 13.00 m2 10.86

仮設電力設備 No.4～No.3及びNo.4～No.5 式 1

擁壁工

残塊処分

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊
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付帯工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

【No.4発進立坑部】

撤去 Ｃ種 180/210×300×600 ｍ 13.00

残塊処分 （0.180＋0.210）×1/2×0.300×0.600×13.00 m3 0.46

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊 13.00 × 0.12 m3/m m3 1.56

残塊処分 m3 1.56

復旧 Ｃ種 180/210×300×600 ｍ 13.00

コンクリート 13.00 × 0.12 m3/m m3 1.56

型枠 13.00 × 0.31 m2/m m2 4.03

基礎砕石 13.00 × 0.805 m2 10.47

撤去 H=1.1m ｍ 10.00

復旧 H=1.1m ｍ 10.00

撤去工

復旧工

転落防止柵工

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

撤去工

復旧工
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§.11　　舗装本復旧工
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舗装 本復旧工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

As≦15cm 6.00 ＋ 5.27 ＋ 28.54 ＋ 5.99 ＋ 5.41 ｍ 51.21

As≦10cm 166.58 ＋ 34.20 m2 200.78

As 166.58 × 0.100 + 34.20 × 0.030 m3 17.68

m2 200.78

密粒As 3cm m2 34.20

密粒As 5cm m2 166.58

粗粒As 5cm m2 166.58

No.4

As≦15cm ｍ 66.00

As≦10cm 175.50 ＋( 48.56 + 6.78 )＋( 22.86 + 44.78 + 43.59) m2 342.07

As 175.50 × 0.100 + 55.34 × 0.050 + 111.23 × 0.030 m3 23.65

m2 342.07

密粒As 3cm m2 111.23

密粒As 5cm 175.50 + 55.34 m2 230.84

粗粒As 5cm m2 175.50

表層工

基層工

表層工

基層工

残塊処分

本復旧工

表層工

不陸整正

No.3

到達立坑部

舗装撤去

舗装切断

路面切削

発進立坑部

舗装撤去

舗装切断

路面切削

残塊処分

本復旧工

不陸整正

表層工
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舗装 本復旧工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

No.5

As≦15cm 3.85 ＋ 108.74 ＋ 3.65 ｍ 116.24

国道車道 = 308.38 m2

As≦10cm

市道車道 = 15.76 m2

国道乗入 = 25.59 m2

国道歩道 24.27 + 159.48 + 31.14 = 214.89 m2

合計 m2 564.62

308.38 × 0.100 + 15.76 × 0.070 + 25.59 × 0.050

As 214.89 × 0.030 m3 39.67

m2 564.62

密粒As 3cm m2 214.89

密粒As 5cm 308.38 + 25.59 m2 333.97

密粒As 7cm m2 15.76

粗粒As 5cm m2 308.38

【No.4発進立坑部】 【No.5到達立坑部】

幅15cm 15.30 ＋ 24.70 ＋ 91.10 ｍ 131.10

【No.5到達立坑部】

幅45cm ｍ 22.53実線（白）

表層工

表層工

表層工

基層工

本復旧工

不陸整正

路面切削

到達立坑部

区画線工

実線（白）

舗装撤去

舗装切断

残塊処分
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§.13　　既設管（廃止管）充填工
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既設管（廃止管）充填工

種　　　目 算　　　　　　　　　　式 単 位 数　　量

1m当り充填材 0.500 ^2 × π/4 ＝ 0.196 m3/m

スパン数 21.00 スパン

計 4083.30 m ｍ 4083.30

充填材 4083.30 × 0.196 m3/m m3 800.33

1スパン当たり 0.500 ^2 × π/4 × 2(スパン両側）＝ 0.393 m2/スパン

0.393 × 21 スパン m2 8.25

土のう積工

φ500

管内充填工

φ500
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